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刊行にあたって

　2023 年度の「総合高知研究」は、フィールドを室戸市に設定し、6名の受講生がそれぞれの

興味や自身の研究テーマに沿って課題を決め、調査を行った。さらにもう 1名は、現在の居住地

である静岡県をフィールドに調査を行った。

　室戸市は、「自然が豊かだが徐々に高齢化や人口流出が進む地域」ということでは日本の地方

の典型といえるが、一方で独自の要素も当然ある。また、統計資料だけでは見えてこない面もあ

る一方で、住民の意見や想いも決して一枚岩ではないだろう。今回は「現地に住む人びとの話を

聞くこと」をメインに据え、それを文献や統計資料で補う形で、室戸という街の多層的・多面的

な姿を描き出すことを目的にして調査を行い、報告書を作成した。

　室戸での全体調査は 2023 年 11 月 26日～ 28日に行った。また 2024 年 3月 2日には室戸ジ

オパークにて研究報告会を行った。こうした取り組みは「総合高知研究」でも初めてのことであり、

今後のこの授業の新しい形を示せたのではないかと自負している。

　今回の調査・発表において、ご協力いただいた皆様には篤く御礼を申し上げる。とくに室戸ジ

オパークのスタッフの皆様には、調査、そして発表会の双方で多大な支援を受けた。受講生には

現地調査は初めてという者も多かったため、多大なご迷惑をおかけしたと思うが、皆様のご協力

のおかげで、受講生たちはきわめて充実した調査を行うことができた。受講生には留学生も多かっ

たが、全体調査以外にも自分で現地に足を運び、インタビュー等の調査を行う者もいた。これも

国際交流の一つの形であると思う。

　最後に、2023 年度の「総合高知研究」は新名阿津子（人文科学研究コース）と高橋俊（グロー

バル社会研究コース）の二名の教員で担当したが、新名先生は今回の調査・発表の設定のみならず、

授業の段取り、そして本報告書の編集まで、ほぼすべてを担っていただいた。「身内」ではあるが、

そのご尽力に感謝申し上げる。

2024 年 3月　高橋　俊



Ⅰ　はじめに
１．問題の所在
　鉄軌道や路線バス、タクシーなどの地域公共交通は、
地域住民や観光客等の日常的な移動手段であり、公共的
な社会インフラとしての役割を担っていながら、日本で
はそのサービスの多くが民間事業として供給されてきた。
近年は、社会変化や政策的要因による地方部の地域公共
交通の衰退や、それに伴う新たな再構築の実践が政策学
や交通工学の分野を中心に注目されている。
　近年の地域公共交通に着目した研究の主要な論点とし
て、規制緩和による影響の評価に関するものと、地域公
共交通の多面的な価値に関するものがあり、ともに国の
政策の方向性に示唆を与えてきた。規制緩和の影響に関
する主要な評価としては、橋本（2020）や古川ほか（2007）
が不採算路線の撤退による問題や公共の役割の増大を指
摘している。地域公共交通の多面的な価値については、
公共交通サービスが持つ「公共性」と「公益性」、「福祉」
の観点を強調した大塚（2019）や、クロスセクター効果
を用いて、地域の持続における公共交通支援の必要性を
示した西村ほか（2019）など、地域公共交通の特性を踏
まえてその重要性を示すものがある。また、宇都宮（2009）
や阪井（2008）は欧米の事例との比較を通じ、日本にお
ける公共交通の位置づけやサービス供給体制の特殊性を
指摘している。規制緩和が公共交通に与えた影響を問題
視するものや、地域公共交通の多面的な社会的意義の再
評価を試みるものが多くみられることは重要な点である。
　地域公共交通に対する自治体の関わりに着目した先行
研究は土木計画学や都市計画学分野に多く、自治体のモ
ビリティ政策の取り組み状況と自治体属性の関係性を分
析した伊藤ほか（2020）や、財政支出の比較を行った高野・
谷口（2018）がある。また、社会科学分野では現行法制
度の問題点を指摘した青木（2019）や、自治体の責任と
関与の理由を整理した杉渕（2019）、公共交通基本条例
の事例を通じ課題を考察した香川（2016）などがある。

　しかしながら、人口小規模かつ民間活力が弱い基礎自
治体における公共交通実態の事例分析は、高知県下では
少ないままにある。地方部の基礎自治体は今後役割の増
大が指摘されるが、今後の政策の展望を見出す上では、
とりわけ困難な条件下にある地域の公共交通の実態と課
題について明らかにする必要がある。

２．研究目的
　本稿では、地方部の基礎自治体の事例として高知県室
戸市の地域公共交通への公的関与に着目する。人口が少
なく、民間活力が弱いために「公」の支えが重要となる
自治体の公共交通の実態を官民両面から明らかにし、今
後日本で増加が予想される公的関与の強化に必要な観点
について、示唆を与えることを目的とする。公共交通問
題は地域性が強く表れる分野であるが、課題先進的な室
戸市の事例分析は、今後の他地域において一定共通の示
唆を与えることも可能であると考える。
　本研究では、自治体や交通事業者へのヒアリング調査
と公開資料を基に、高知県室戸市の地域公共交通への公
的関与の現状と課題を分析する。

Ⅱ　地域公共交通政策の変遷
　地域公共交通とは、地域住民の日常的な移動手段とし
て重要な役割を果たす鉄軌道や乗合バス、デマンド交通
等の公共交通サービスを指す。日本の地域公共交通は、
人口減少やモータリゼーションの進展、コロナ禍等の社
会変化による経営環境の悪化を要因として、地方部を中
心に近年は衰退傾向にある。一方で、地域公共交通の衰
退は 2000 年代初頭の政策的要因も大きく影響している。
Ⅱでは、2000 年代以降の「方針転換」とも呼べる、国に
よる政策的対応の変遷を整理し、地域公共交通における
公共部門、とりわけ基礎自治体の役割が増大しているこ
とを示す。

高知県室戸市における地域公共交通への公的関与の展開
北村　雄吾

キーワード　地域公共交通，基礎自治体，交通政策
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１．公共交通における規制緩和
　Ⅱの１では、2000 年代最初の政策的対応であり、かつ
地域公共交通衰退の政策的要因でもある規制緩和の概要
と影響について述べる。
　規制緩和は 2000 年代初頭における国の政策的対応の
一つであるが、結果的に前述の社会変化とともに地域公
共交通を厳しい状況に追い込む政策的要因となったため、
近年の国の政策的対応において方針が転換されているこ
とを理解する上で内容を整理する必要がある。
　地域公共交通分野における規制緩和とは、2000 年代初
頭の関連法改正に伴い、鉄道やバス等において参入・退
出および運賃規制が大幅に自由化されたことを指す。そ
れ以前は過当競争の防止や、市場における独占性を与え
事業者の内部補助を容易にさせるため、「新規参入につ
いて一定の制限を行う需給調整規制」が行われていた１）。
しかし、2000 年に鉄道事業法、2002 年に道路運送法が
改正され、事業者間の活発な競争による交通サービスの
向上を図る目的で需給調整規制の廃止を中心とした規制
緩和が行われた。具体的には、鉄道やバス、タクシーで
いずれも参入が免許制から許可制に、退出が許可制から
届出制となり、運賃規制も緩和されるなど大幅な自由化
で競争の促進と効率化が図られた２）。公共交通事業を市
場原理に任せることで事業者間の競争による交通サービ
スの向上を図った規制緩和は、従来の運輸行政を大きく

転換するものであったため、地域公共交通において重要
な転機の一つであるといえる。
　規制緩和の影響について、学術的研究からは競争促進
の効果は十分に得られなかったとされ、むしろ不採算路
線において撤退が増加したことによる悪影響が問題視さ
れた。高橋（2011）は、乗合バス事業では新規参入が少
なかったため競争促進の効果が得られなかったことを指
摘し、古川ほか（2007）は鉄軌道事業における路線廃止
の進展と、その役割が需要・採算面のみでは測れないこ
とを指摘した。個別地域の特性を考慮しない画一的な政
策により、全体として赤字路線の撤退という負の影響が
より大きかったといえる。
　したがって、人口減少やモータリゼーションといった
社会変化に加え、2000 年代初頭においては規制緩和も地
域公共交通の衰退要因の一つであったといえる。

２．規制緩和後の法整備と公的関与の強化
　Ⅱの２では、規制緩和の地方部における負の影響や従
前から続く社会変化に対応するため、規制緩和からの方
針転換を含んだ法整備が進められてきたことを示す。そ
の上で、自治体の役割が増大してきていることを示す。
　近年の法整備は、全体として「競争の促進」から地域
における「適切なサービス水準の確保」を重視する方向
で進められている。

年 法律（通称） 備考
2000 鉄道事業法（改正） 参⼊・退出・運賃規制の⾃由化 
2002 道路運送法（改正） バス・タクシーの参⼊・退出・運賃⾃由化 
2006 道路運送法（改正） 地域公共交通会議の設置 

⾃家⽤有償旅客運送制度の創設 
2007 地域公共交通活性化再⽣法 市町村の地域公共交通総合連携計画策定が可能に 

認定事業を国が⽀援 
2013 交通政策基本法 国・⾃治体の役割に関する理念法 
2014 都市再⽣特別措置法（改正） 市町村の⽴地適正化計画策定が可能に 

地域公共交通活性化再⽣法
（改正） 

⾃治体の地域公共交通網形成計画策定が可能に 
認定⽀援事業に地域公共交通再編事業が新設 

2020 地域公共交通活性化再⽣法
（改正） 

⾃治体の地域公共交通計画策定が努⼒義務化 
認定⽀援事業に地域の移動ニーズにきめ細かく 
対応する複数事業が新設 

独占禁⽌法特例法 地⽅部における公共交通の共同経営が可能に 
2023 地域公共交通活性化再⽣法

（改正） 
地⽅鉄道等に関する国の協議会設置が可能に 
⾃治体とバスのエリア⼀括協定運⾏事業を創設 

鉄道事業法（改正） 鉄道における協議運賃制度を創設 

表 1　地域公共交通分野における近年の法整備

（国土交通省『地域公共交通活性化再生法の改正について』から筆者作成）
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　近年の法整備を国土交通省の資料３）をもとに整理する
と表 1 の通りである。規制緩和を経て、人口減少や少子
高齢化といった従前の社会変化も深刻化していることを
踏まえ、国は地域公共交通を地域が主体となって支える
方向で法整備を進めてきた。それは地域における協議組
織の法定化や、自治体による関連計画策定の努力義務化
等から確認できる。また、2020 年には地方部における
共同経営が可能となったことからも、競争促進から適切
なサービスの確保に軸足を移してきていることが分かる。
加えて、2014 年の二法の改正に代表されるように、まち
づくりと公共交通の一体的な整備が打ち出されている点
も重要な方向性の一つである。
　規制緩和後の法整備によって、国は “ 競争促進 ” から、
地方部における環境の変化に合わせた “ 適切なサービス
水準の確保 ” へと重点を移して課題解決を図ってきた。
地方部を中心に多くの公共交通事業者が経営困難に直面
する中、国は地方任せにできない部分に対して、枠組み
を設けることで基盤整備を進めてきた。同時に、地域主
体の取り組みが必要となる改正も多く、制度面からも公
共交通サービスの提供における自治体の責任が増大して
いることが確認できる。地域の足の確保においては、今
後地方自治体の地域公共交通政策が果たす役割は大きい
といえる。

Ⅲ　室戸市における公的関与の展開
　Ⅱでは、地域公共交通における「公」の役割や責任が
近年増大しており、とりわけ今後は基礎自治体の役割が
大きいことを示した。Ⅲでは、地方部の基礎自治体の一
つとして高知県室戸市に焦点を当て、市の公的関与の現
状と課題を整理する。その上で、現行制度の下では基礎
自治体の負担が大きく、室戸市のような条件不利地域に
おける地域公共交通サービスの持続的な供給が容易では
ないことを示す。
　室戸市における地域公共交通への公的関与は、主に①
既存路線バス事業者への財政支援、②市独自のコミュニ
ティバス運行政策から成る。Ⅲの２では既存バス事業者
の現状を踏まえた市の支援状況を、Ⅲの３では独自政策
における現状と課題をそれぞれ明らかにする。

１．高知県室戸市の概要
　本研究では、高知県南東端に位置する室戸市を対象
地域とする。室戸市は人口 1 万 1671 人、高齢化率は
51.6%（令和 5 年 12 月 31 日推計）４）と、人口減少と高
齢化の進展が顕著な課題先進地である。
　市域面積の 8 割以上を山林が占め、海岸近くでは海岸
段丘を形成しているため、平地が少ない地形である（図
１）。人口の大部分は海岸沿いの少ない平地に集中してい
るが、谷筋に沿って内陸の中山間部にも一部分布してい
る（図２）。

図１　室戸市の地勢
（令和 3 年室戸市地域公共交通計画 p.2,4 から引用）

図２　室戸市の人口分布
（令和 3 年室戸市地域公共交通計画 p.2,4 から引用）
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　市内の公共交通網は図３の通りである。室戸市域にお
ける地域公共交通サービスの供給主体は、市内外に路線
を持つ既存の民間バス事業者と、市内で 2022 年からコ
ミュニティバスを運行する行政（室戸市）の二者である。
市内に鉄軌道路線は存在しない。民間事業者は東西の海
岸沿いで路線バスを運行しており、室戸市外との接続を
担う唯一の公共交通機関である。市のコミュニティバス
は路線バスから分岐する形で市内の内陸部に 10 路線を伸
ばしている。
　なお 2021 年から、鉄道・バス両用の「DMV（デュア
ル・モード・ビークル）」が徳島方面から室戸市内に乗り
入れを行っている。しかし、同市への乗り入れは土日祝
日の1往復のみで、座席指定予約も必要５）であることから、
本研究の対象とする生活路線としての地域公共交通とは
異なるものとみなす６）。

２．既存バス事業者の現状と室戸市の支援状況７） 
　Ⅲの２では、室戸市における基幹的な公共交通サービ
スの供給主体である高知東部交通株式会社（以下、高知
東部交通）の現状と自治体との関わりについて整理し、
現行制度下における民間事業者の経営困難および将来的
に自治体の負担増大が見込まれることを示す。

１）高知東部交通の概要
　高知東部交通は、高知県安芸市に本社を置く民間のバ
ス事業者である。同社は現在、高知市に本社を置く、県
内最大手の公共交通事業者であるとさでん交通株式会社

（以下、とさでん交通）の 100% 子会社である。同社は
1998 年、現在のとさでん交通に統合される前の旧・高知

県交通（バス事業者）の地域分社化に伴い、設立された。
一般路線バスを 4 路線運行しており、運行エリアは高知
県東部のほぼ全域にまたがる。
　同社の路線バスは、高知県東部地域において地域間輸
送を担う唯一の公共交通機関であるため、同地域におい
ては特段の重要性を持つ。そのため同社の赤字分につい
ては、少なくとも 2003 年以来、高知県と沿線市町村が
2 分の１ずつ負担して赤字補填を行っている。赤字補填
額や経路変更等は、関係市町村等で構成される「高知県
地域交通協議会東部ブロック会」の協議にて確認・調整
される。同社は設立当初から沿線市町村と積極的なコミュ
ニケーションを行っているため、良好な関係性を構築で
きていると認識している。そのため、定期会合の場にと
どまらず自治体からルート変更を伴う公共施設等への乗
り入れ要望があり、増収や安全面が担保され、関係市町
村で合意が得られたものについては乗り入れを実現した
ケースが複数存在する８）。また、沿線市町村の公共交通
維持に関する考え方は近年変化していると同社は認識し
ている。かつては補助金の申請に際して、公共交通事業
の意義のレベルから事業者側の説明が必要であったが、
近年はむしろ自治体担当者の公共交通維持に関する危機
感が強く、制度の理解も深まっているとされる。その要
因については、公共交通維持を目的とした協議会の確保
をはじめ、自治体に公共交通への主体的関与を求める方
向で国の制度改正がなされてきたことが影響していると
指摘した。
　室戸市域においては、同市と西側の市町村を結ぶ「安
芸－室戸線」と、北東部に隣接する東洋町とを結ぶ「室
戸－甲浦線」の 2 路線が運行されており、両路線は市南
東部の「室戸世界ジオパークセンター」バス停（図 4,5）
にて接続する９）。毎時１～ 2 便程度の本数が確保されて
おり、両路線は室戸市において地域間輸送を担う基幹的

図４　室戸世界ジオパークセンター概観
（2023 年 11 月 26 日、筆者撮影）

図３　室戸市の公共交通網（室戸市ホームページ注） から引用）
注）室戸市「室戸市コミュニティバス『むろはぴ号』の運行ルート、運賃
等について」
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な公共交通機関であるといえる。市内 2 路線については
通学・通院利用が多いが、自家用車依存度が高いことから、
通勤利用は少ない状況にある。

２）高知東部交通の経営課題と公的関与の現状
　高知東部交通は沿線市町村と良好な関係性を築き、赤
字補填を受けている一方で、持続可能な事業存続におい
ては課題を抱えており、事業者への財政支援を続けてい
る室戸市の負担も大きいものとなっている。
　高知東部交通の経営課題は、公的補助制度の問題によ
る高負担と負債の返済、人員不足の 3 点が挙げられる。
　第一に、現行公的補助制度の下では、特に車両購入な
どハード面における事業者の負担が大きいことが挙げら
れる。生活路線バス事業の運行費や車両購入費において
は、路線の特性や収支状況により、適用される補助金メ
ニューが異なる。複数の市町村にまたがり、一定の輸送
量等の要件を満たす路線は「国庫補助路線」として、上
限はあるが経常費用から収益を差し引いた額を国と県が
2 分の 1 ずつ負担する。国庫補助の要件を満たさない路
線は「県補助路線」となり、県と市町村が 2 分の 1 ずつ
不足分を補填する。室戸市内の 2 路線のうち、安芸－室
戸線は国庫補助路線であり、要件を満たさない室戸 - 甲浦

線は県補助路線（県と室戸市・東洋町が補助）となって
いる１０）。
　しかし、国庫補助路線の車両購入においては、後に補
助金で補填されるものの一時的に事業者の立て替えが必
要となる点が、企業体力が十分でない地方部の事業者が
車両更新をスムーズに進められない要因となっている。
現在 25 台の車両を保有する高知東部交通の場合、一度に
複数台を更新できれば修繕費の低減も見込まれ効率的だ
が、現状 1 年に 1 台の更新が限界であり、各車両の更新
サイクルも台数に応じ 25 年と長くなっている。なお、県
補助路線における車両購入については、県と市町村の負
担により事業者の負担なく車両更新が可能であった。事
業者の経費抑制や運転資金確保の上で、ハード面の公的
関与が強化されることの効果は大きいと感じられている。
　また、国庫補助制度の計算方法について、収支率 45%
以下の部分は補助対象に含まれないという制度設計の前
提は、収益の減少幅が大きい地方部の事業者にとっては
厳しい基準であるとされる。国が公共交通維持の重要性
を認識している一方で、運転手確保に欠かせない「賃上げ」
を行うと収支率が一層悪化し、ますます補助要件を満た
すことが困難になるという矛盾が指摘された。
　2 点目の負債の返済については、設立当初の設備投資の

図５　「室戸世界ジオパークセンター」バス停留所 （2023 年 11 月 26 日、筆者撮影）
　　　　　　　　　　　　高知東部交通の 2 路線が接続するほか、大阪方面への高速バス乗り場も兼ねる。
　　　　　　　　　　　　　　土日祝日には徳島方面から DMV が乗り入れる。
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借入と、コロナ禍における融資とがある。前者は、1998
年の分社化・同社設立の際に自治体出資が無かったため、
赤字を抱えた旧会社の設備を同社が約 1.5 億円で借り入
れ、現在まで自力で返済を続けているものである。後者
のコロナ禍期間中の融資は、いわば「延命措置」であり、
数年を経た現在返済が始まっている。現在の収入で 2 年
前の負債を返済している状況のため、現在の経費をどの
ように支払っていくかが課題とされた。
　3 点目の人員不足については、「2024 年問題」と呼ば
れる残業規制が問題を深刻化することが見込まれている。
将来的な人員不足は経営状況に関わらず、事業の存続や
事業規模を規定してしまう重要な要因である。特に同社
では、運転手の労働時間のインターバル拡大による影響
が大きいと考えられている。同社は、「地方部の公共交通
の減便や撤退は大部分が不可逆的であり、過疎化の進展
に直結する」との認識の下、運行時間をずらすなどの対
応をとり、可能なかぎり減便を行わない方針を保ってき
た。しかし、人員不足により現行の事業規模を維持でき
ない場合、将来的な減便や値上げは避けられない可能性
があるとした。
　室戸市内の基幹的な交通ネットワークを担う高知東部
交通は、財政と人員の面で課題を抱えている。民間事業
者の窮状に対する自治体からの支援状況は図６の通りで
ある。

　前項で述べた、県と沿線市町村で負担している高知東
部交通の赤字額のうち、室戸市の補助額（室戸市生活バ
ス路線運行維持費補助金）は増加傾向にあり、令和 4 年
度には初めて 4000 万円を超えた。さらに、令和元年度
と翌 2 年度には、同社のマイクロバス車両購入補助の市
町村負担分として、120 万円を拠出している。市の財政
に余裕はないものの、高知東部交通が県東部地域で唯一
の路線バス事業者であるため、沿線市町村は事業存続の
ための負担を回避することが困難な状況である １１）。

３．室戸市によるコミュニティバス運行政策１２） 
　Ⅲの３では、室戸市による地域公共交通への代表的な
公的関与の形である、コミュニティバス運行政策の現状
と課題について整理する。その上で、Ⅲの２の内容も踏
まえ、室戸市の現行公的関与が自治体単独の負担として
は大きく、持続的な支援に困難が伴うことを示す。

１）導入経緯
　室戸市では、2020 年時点で市内の山間部の大部分が公
共交通空白地域となっていることが課題であった（図７）。
室戸市の令和 3 年度～令和 7 年度を計画期間とする地域
公共交通計画の策定に先立ち、2020 年に住民を対象と
して行われたアンケート調査では、過半数が室戸市にお
ける「早急な公共交通整備が必要」と答え（図８）、「公
共交通整備について行政が負担することに前向きである」
と推測される人が約 6 割であることが示された（図９）。
　室戸市は公共交通空白地域における住民の生活の維持
や、ひいては市の持続可能なまちづくりを実現する上で
新たな公共交通サービスの導入が必要であると考え、各
集落への事前聞き取りを踏まえ、ニーズがあると判断し
てコミュニティバス導入の検討を進めた１３）。
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室戸市から東部交通への補助金額の年度別推移

(単位：円)

図６　室戸市から東部交通への補助金額の推移
（室戸市提供データから筆者作成）

図７　室戸市の公共交通空白地域（オレンジ色でカバーされ
ていない部分）（令和 3 年室戸市地域公共交通計画 p.90 か
ら引用）
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　また、市内タクシー事業者が 2 社（4 台）まで減少し
ていたことを受けて、タクシー事業者にコミュニティバ
スの運行を委託し、経営基盤を整えてもらうこともねら
いとしていた。

２）運行方法と利用状況
　コミュニティバスは、市内タクシー事業者 2 社から
成る「合同おらんくタクシー」に委託する形で運行され
る。2021 年 11 月から県補助１４）を受けた 1 年間の実証
運行を行い、2022 年 10 月から本格運行を開始した。全

10 路線がそれぞれ週 1 回、1 日あたり 4 ～ 5 便程度（図
10）運行される１５）。うち 9 路線が一般的な路線バスと
同様の路線定期運行で、１路線の一部に予約を必要とす
るデマンド運行エリアがある。狭隘な 1 車線の道路も走
行するため、6 ～９人乗りの車両（乗務員除く）が使用
される（図 11）。料金は 1 回 200 円で中学生以下は無料、
高齢者や運転免許返納者は 100 円と、低廉に設定されて
いる１６）。
　本格運行以降の各路線の利用者数は図 12 の通りであ
る。事前に把握していたニーズと比較すると低調である

図９　行政が負担する経費の増加について
（令和 3 年室戸市地域公共交通計画 p.57,59 から引用

N ＝ 851）

図８　室戸市における公共交通整備について
（令和 3 年室戸市地域公共交通計画 p.57,59 から引用

N ＝ 851）

図 10　吉良川地区のコミュニティバス停留所標識注） （2024 年 3 月 2 日、筆者撮影）
注）コミュニティバス停留所標識は家屋・商店の壁面に貼付されるものや、自立式、高知東部交通のバス停との併用など様々なタイプがある。設
置費用には県補助が用いられている。
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が、利用者全体数は安定しつつあり、市は利用客が固定
化されてきたと認識している。路線別にみると、室戸の
中心市街地付近に接続する路線は利用者数が好調である
一方で、極めて利用の少ない路線も確認できる。市は利
用者数が伸び悩む路線について、沿線地域に利用しない
理由について改めて聞き取りを行い、バス停の移動や廃
止、経路変更など細かな修正を行ってきた。しかし、羽
根線など利用者数が長期的に低水準で推移している路線
は、実質的にバス輸送の需要がない可能性があることも
指摘されている。
　室戸市のコミュニティバスは、山間部の地域と海岸近
くの高知東部交通のバス停を接続させることを目的とし

ており、さらなる地域間の移動には乗換が必要となる。
室戸市の人口は海岸部に集中しつつも、海岸線に沿って
線的な広がりがあり、隣接市町村が実質的な生活圏に含
まれる地域では、既存路線バス（高知東部交通）のバス
停への接続のみでは十分な移動ができないために、自家
用車の利用に至っていることが考えられる。
　なお、運行を受託しているタクシー事業者には隣接都
市圏である奈半利町や安芸市、高知市等への長距離固定
客がいる一方で、少ない自社車両で全ての利用客を捌く
ことはできないため、近距離利用をコミュニティバスが
受け持つことで配車状況が改善するとされる。コミュニ
ティバス受託前後でタクシー売上にも大きな変化はない
１７）ことから、委託はタクシー事業者の経営安定化に一定
の効果があると考えられる。

３）政策の課題
　室戸市のコミュニティバス運行政策においては、3 点
の課題が挙げられる。
　1 点目は、自治体負担の大きさである。Ⅲの２で述べ
た通り、既存の路線バス事業者に対する赤字補填として、
室戸市は年間 4000 万円程度の支出を行っており、今後
は支出額の増加も見込まれている。その中で、市の持続
可能なまちづくりのためにコミュニティバス運行に踏み
切ったことは大きな意義を持つ一方で、運行経費は令和
4 年度（6 か月の実証運行期間を含む）で約 2000 万円、
令和 5 年度で約 2200 万円であり、2 年で 4400 万を超
える１８）。コミュニティバス運行経費に対する国の補助金 
１９）は令和 5 年度で約 250 万円、運賃収入は年間数十万
円程度２０）であり、基礎自治体である室戸市の負担額は大
きいといえる。市では、特に国の補助制度における補助
上限額の設定や利用者数の要件について、自治体により
人口の母数が異なるにもかかわらず画一的な基準が用い
られている点について、室戸市のような人口小規模自治
体にとって厳しいものであるため、改善の必要性を指摘
する。
　2 点目は、コミュニティバス利用者数の低水準である。
市は事業存続の観点からは、過半数の路線で危険水域に
あるとの認識を示している。室戸市のコミュニティバス
は本来、買い物や通院目的の高齢者の利用が主なターゲッ
トであったが、伝統的に自家用車依存傾向が強く、公共
交通を利用する文化が浸透していない（図 13）ことや、
隣接都市圏への長距離移動需要はあるものの、海岸部で
の路線バスへの乗り換え抵抗により自家用車利用が根強
く残っていることなどが要因とされる。自家用車を可能

図 11　室戸市コミュニティバス「むろはぴ号」の車両
（室戸市ホームページ注から引用）

注）室戸市「室戸市コミュニティバス『むろはぴ号』の運行ルート、
運賃等について」

図 12　室戸市コミュニティバス各系統の利用状況の推移
（室戸市提供データ から筆者作成）
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な限り長く運転し、免許を返納した直後に介護施設等に
入所する高齢者も少なくないことも指摘されている。新
たに運行を開始したコミュニティバスのみならず、既存
の高知東部交通の路線バスについても乗り方やその利便
性について深く理解していない住民が多いことから、市
と高知東部交通は「バスの乗り方教室」を 2022 年度か
ら開催するなど、広報・周知活動にも力を入れている。

　3 点目は、コミュニティバスにおける地形的悪条件に
よる「効率的運行の困難」である。室戸市は平地が少な
く、海岸線を離れるとすぐ山間部に入るため、それぞれ
の谷筋に沿った集落と海岸部を結ぶには、同一ルートの
往復が必要となる。周回するルート設定ができないため、
平野部で導入の進む “AI を活用した効率的なルート選定 ”
等も現状は室戸市の地形に適合的ではないとされる（図
14）。
　室戸市の地域公共交通への公的関与には、財政的、文
化的、地形的な要因により困難が伴うといえる。

Ⅳ　条件不利自治体における対応の限界
１．室戸市の条件不利性
　前章では、室戸市における地域公共交通への公的関与
の実態と困難の要因について整理した。今後の地域公共
交通の確保において基礎自治体の役割が大きいとはいえ、
自治体の前向きな投資に対する現行の国や県の補助水準
は（改善傾向にあるものの）十分ではないといえる。
　地域の基幹的な公共交通サービスを提供する唯一の民
間事業者は単独での存続が困難な状況にあり、民間事業
者への恒久的な支援に加え、自らも公共交通サービスの
提供を行う基礎自治体においては、現行の公的補助制度

図 14　佐喜浜線ルート景観 （2023 年 11 月 28 日、筆者撮影）
左図のような 2 車線の道路から、内陸に進むにつれて右図（終点、山口上バス停付近）のような 1 車線の山道に変わる。すれ違いができない狭
隘な道が路線に多く含まれる。

図 13　市民のバス利用経験（2020 年）
（令和 3 年室戸市地域公共交通計画 p.55 から引用

N ＝ 851）
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の下ではこれらの公的関与を持続することが困難である。
特に室戸市は人口減少や高齢化の水準に加え、地形的な
ハンディキャップや高い自家用車依存率から、公共交通
の維持確保においては条件不利性が高く、課題先進的な
自治体に分類できる。
　民間事業者の事業存続支援や、民間で不足しているサー
ビスの供給を担う上で、公共交通における公的関与自体
は必要だが、条件不利自治体単独では財政的に困難を伴
う。自治体の財政難による急速なサービスの縮退で、住
民が生活困難に陥る事態は避ける必要がある。そのため、
条件不利自治体における、地域公共交通を含む公的サー
ビスの供給においては、県や国に期待される役割が大き
い。
　しかし、前述の通り現行の県や国による基礎自治体へ
の補助は様々な問題を抱えており、人口小規模自治体や、
既存の民間活力が弱い自治体には不適合な要件を含んだ
制度であるといえる。

２．国・県の支援策における課題　
　地域公共交通を基礎自治体など「公」が持続的に支え
る前提に立つ場合、国や県の公共交通分野における現行
補助制度については次のような改善の方向性が考えられ
る。①「事業者負担の大きい収支率基準の国補助制度の
改善」、②「自治体ごとの人口を反映したコミュニティバ
ス運行補助金の人数基準・上限額の緩和」、③「バス事業
者の “ ハード ” を支える公的負担制度など、官民一体で公
共交通を支える制度の一般化」、の 3 点である。
　しかし、これらの制度改善は対症療法的な側面もあり、
財政負担が大きく非効率性を高める可能性もある。利用
者の増加や、大胆なサービス水準見直しを図るなどの、
より “ 根本的な解決 ” もありうる。ただし、先行研究も指
摘した通り、地域公共交通がビジネスとして成立するケー
スは必ずしも多くなく、地域公共交通は採算性では測れ
ない公益的な機能を併せ持つ。地方部を中心に地域公共
交通に綻びが生じている現在、その必要性や意義につい
て地方自治に諮りながら、基礎自治体に負担が偏らない
よう、より広域的な「公の支え」のあり方を探る必要が
ある。

Ⅴ　おわりに
　室戸市では、事業者の減少や民間活力の低下に伴い、
公共交通分野以外でも行政の公的負担のさらなる増大が
見込まれている２１）。既に民間事業者が撤退した宿泊・観
光施設に対する公的関与は拡大している。地方部の基礎

自治体では、人口が一層減少し財政的な制約も厳格化す
る中で、どのようなサービスを公的に維持・確保するか
という選択を迫られる場面が増えると予想される。室戸
市における地域公共交通への公的関与の取り組みは、民
間活力が低下した分野において、自治体が主体的に関与
することの意義を示した。と同時に、持続可能なサービ
スの供給においては「何のための公的支援か」が住民に
明示されるとともに、行政と住民との間で、公的にその
サービス（本稿では地域公共交通サービス）が維持され
ることの意義に関する認識が共有されていることの重要
性も示したといえる。
　地域公共交通を含め、今後地方部の基礎自治体は様々
な領域において主体的な役割を果たすことが求められる
が、サービスの選択と持続には地方自治の基本的な営み
である、「自分事」として行政と住民の間で認識を共有す
る作業が重要性を増すと考えられる。室戸市では、状況
把握とサービスの供給に対する行政の前向きな姿勢が見
られた一方で、事前調査のニーズと実際の利用状況に乖
離があり、各種条件の要因以外にも行政と住民の間で何
らかの認識のずれが残っている可能性がある。
　室戸市の公共交通網にコミュニティバスが加わり、既
存路線バスとの相乗効果による収益や移動機会の増大に
繋がることが理想的だが、現在のところ、公共交通の存
続という観点からは明るい展望を持つことが困難な状況
にある。一方、広義の移動手段の確保として見た場合、
室戸市内には現状様々な用途（買い物、福祉、医療等）
の移動 / 輸送サービスがあり、これらとの組み合わせや
統合により、大幅な改革を必要とせずに一定の高い需要
を満たすことができる可能性がある。地方部の移動手段
確保においては、本稿で指摘した負担のあり方のみなら
ず、サービス供給の担い手について視野を広げることも
有意義であろう。
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注
１）国土交通省運政策審議会答申（1998）
２）国土交通省『平成 14 年度国土交通白書』
３）国土交通省「地域公共交通活性化再生法の改正につ

いて」（2020）
４）室戸市『毎月末締め人口統計の公表について』（令和

5 年 12 月 31 日現在）
５）阿佐海岸鉄道「時刻表・運賃表・座席表」
６）DMV は高知東部交通と運行エリアが一部重なるが、

同社へのヒアリング（2023 年 11 月 27 日）では、
DMV は観光客向け、同社路線バスは生活路線として
用途の棲み分けが可能であるとの認識がなされていた。
DMV の室戸市内乗り入れは、沿線市町から同社路線の
維持に関する意思表示が確認できたため、競合ではな
く共存を図ることで実現された。

７）Ⅲの 2 の内容は、特に断りのない限り、2023 年 11
月 27 日に高知東部交通株式会社に対して行ったヒアリ
ング調査に基づいて、筆者が再構成してまとめている。

８）安田町役場、海の駅とろむ（室戸市）、室戸診療所、
海の駅東洋町など

９）高知東部交通「安芸⇔室戸世界ジオパーク線　路線図」
１０）室戸－甲浦線の方が利用および収支状況が厳しい

背景について、沿線人口の差に加え、東洋町が徳島県
に隣接していることから、住民の移動ニーズが徳島方
面に集中していることが高知東部交通へのヒアリング
で指摘された。

１１）室戸市まちづくり推進課へのヒアリング（2023 年
11 月 27 日）から

１２）Ⅲの 3 の内容は、特に断りのない限り、2023 年
11 月 6 日と同月 27 日に室戸市まちづくり推進課に対
して行ったヒアリング調査に基づいて、筆者が再構成
してまとめている。

１３）コミュニティバス運行政策は、当時の室戸市長で
あった植田氏が特に重要視していた公約であったこと
もスムーズな実現を後押したことが指摘される（室戸
市まちづくり推進課へのヒアリング、2023 年 11 月 6
日）

１４）「地域公共交通支援事業費補助金」（コミュニティ
バス実証運行や車両購入等）

１５）各路線が週 1 日のみの運行であることについて、
市は利用客が一定程度固定されているため、運行日を
分けることで利用客が分散し、経費の増大や補助要件
を満たさなくなる恐れがある点と、コミュニティバス
以外に買い物支援（移動販売サービス）や福祉輸送サー

ビスが存在していることから、利用者層の移動需要を
満たす上で十分な水準である点を理由に挙げている。

１６）室戸市「室戸市コミュニティバス『むろはぴ号』
の運行ルート、運賃等について」

１７）高知新聞2024年2月2日記事「明日の足　タクシー
だけじゃ無理」

１８）室戸市提供データ（室戸市まちづくり推進課から
2024 年 1 月 16 日入手）による

１９）「地域内フィーダー国庫補助金」
２０）高知新聞 2024 年 2 月 1 日記事「乗り合い、友達

になった」
２１）室戸市まちづくり推進課へのヒアリング（2023 年

11 月 27 日）から
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Ⅰ . はじめに
　現在日本の人口減少という問題は深刻化している。特
に農村地域では、過疎化、高齢化が全国より進んでいる。
それによって「①日常生活に必要なサービスを受けるこ
とが難しくなること、②農村コミュニティの衰退により、
農業生産や生活面の相互扶助や農地等の地域資源の維持
管理が難しくなること、③働き口の減少など、地域の維
持・存続への影響が危惧されます」と考えられる（人口
減少社会に対応した農村整備研究会 2015）。また、農村
の再生において人的資源は最も重要な要素である（中塚
2022：25）。そこで、2015 年日本政府は「地方への人
の流れをつくる」という政策を下した（閣議決定 2015）。
2020 年コロナ感染症の拡大に伴い、人々は地方への移住
の関心意欲が高まり、東京圏、東京都の転入者数は 2019
年に比べ大きく減少し、また 2020 年 7 月から 2021 年
2月まで東京都の転出数は転入数を超えた（内閣 2021）。
さらに、地方に移住したい希望者の数も増えていた（塚
崎 2022）。そのため、日本政府はそれを契機とし、都市
から地方への移住をさらに促進している（内閣 2021）。
それを踏まえ、地方自治体は移住・定住施策に取り組ん
でいる。
　室戸市は、高知県の市町村において人口減少問題が最
も厳しい地域である（高知新聞 2023）。近年、室戸市へ
の移住を促進することにより、移住者の数が急に増加し
ている。これは人口減少を止めるのに対し、大きな実績
であると考えられる。一方、数年間で転出した移住者の
数も少なくない。
　どのような取り組みで室戸市の移住者の数は急に増加
しているのか。また、どのような問題の影響で、移住者
は徐々に転出しているのか。それに関する研究は少ない。
そのため、本研究の目的は室戸市の移住者の転出要因と
転入要因を明らかにすることである。また、室戸市住民
の生活状況および生活問題に関する調査はいくつがある
が、ほぼ全ての調査はアンケート調査である。しかし、

アンケート調査は外観図だけを解明し、具体的な事柄や
日常生活の後の社会の仕組みの解明及び人々の世界観を
深め広げることが担わない（大谷ら 2018:248-249）。し
たがって、アンケート調査だけで、室戸市の移住者の生
活状況と直面している生活問題は深く解明されていな
い。一方、インタビュー調査は調査対象の経験、価値観
や信条など人の内側から探求することを大切にする（山
口 2023：14）。そのため、移住者の意識を掘り下げる質
的調査は必要不可欠であると考える。本研究の研究方法
は、室戸市役所移住促進室に室戸市の具体的な移住政策
及び政策の実施、効果を聞き、先行調査の量的データを
用い、また移住者にインタビューするという質的調査に
より、室戸市における移住促進に関する施策の効果を検
討し、さらに移住者が直面している生活問題、転出の原
因及び室戸での生活のメリットを明らかにした。

Ⅱ . 室戸の実態と移住促進に関する取り組み
1. 室戸市の人口動態
まず、人口推移から見ると、室戸市の人口数は 1955

年の 34,878 人をピークに減少しており、2023 年 10
月には 11812 人となった（図 1）。また、減少人口に
おける若者の減少率と減少数は最も多かった（室戸市
2021.3）。次に、人口構造から見ると、2023 年 10月 31
日まで、室戸市の 65 歳以上の高齢者の数は 6133 人に
達し、5 割以上を占めている。70 代は 2801 人、60 代
は 1822 人、50 代は 1468 人、30 代は 757 人、20 代
は 499 人、10 代は 592 人、０代は 433 人であり、明確
な逆ピラミッドの人口構成が見える ( 図 2)。さらに、国
立社会保障・人口問題研究所（2018）によると、室戸市
の人口は 2030 年 8928 人、2040 年 7858 人､ 2045 年
6922 人の推移になると推計している。
　なぜ、室戸市の人口減少は深刻化しているのか。一般
的に、少子化の直接の要因は出産率低下及び未婚化であ
る（内閣府 2020）。しかし、室戸市にとって、少子化、

室戸市の移住者に関する考察
―自治体の移住促進策と生活環境をめぐる―

刘　俊　
キーワード　移住促進、移住者、移住・定住施策、住宅確保対策、生活環境

令和５年度総合高知研究
p. 13-24
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高齢化の進み以外に若者が都市圏に流出するのも重要な
問題であると考えられる（高知県室戸市 2021）。近年室
戸市の人口減少は深刻化しているが移住者の数が増えて
いる。特に、2020 年を境として、毎年移住者の数は急に
30人から、100 人以上が増加している ( 図 3)。また、移
住者の年齢層から見ると、2022 年の移住者において人数
が最も多いのは 20 代 32 人であり、次は 30 代 22 人で
ある。これは人口問題に直面している室戸市にとって明
確な効果である。ただ、2022 年 6 月時点で、2019 年、
2020 年、2021 年から室戸市に移住した人の 39.1%、
26.7%、8.3% は室戸市から転出した。

2. 室戸市の景気
　2000 年から室戸市の人口の減少とともに、就職者の
数も減少している。室戸市総合振興計画 ( 室戸市 2021)
によると人口減少の原因は基幹産業の一つとした漁業の
低迷と若者の流出である。また、産業別にみると、第一
次産業、第二次産業、第三次産業の就職者数は全て減少
している。2020 年 10 月 1 日から 2021 年 9 月 30 日ま
で、室戸市の社会動態・社会増減率はマイナス 0.9% であ
り、高知県全 34市町村の中で第 31位であった（高知県
総務部統計分析課 2022）。さらに、就職者数だけではな

く、商品販売額と製造品出荷額も大幅に減少した。2003
年の年間室戸市の商品販売額は 151.5 億円であり、2015
年は 88.9 億円になった。2007 年室戸市の製造品出荷額
は 190.7 億円であり、2016 年は 130.1 億円になった ( 室
戸市 2021)。そのため、室戸市の人口減少は経済の衰退
を引き起こしているのが見える。
　また、国税庁が行った令和 2年分民間給与実態統計調
査では、2020 年の全国平均給与は 433 万円であった。
一方、ハローワーク（2023）によると、2020 年の室戸
市における平均所得は 246.19 万円であり、全国 1,741
市町村中の第 1699 位であった。林ら (2018:58) は「地
方経済の衰退は、①住民にとっての生活環境の悪化や企
業にとってのビジネス環境の悪化により人や企業が地域
から転出し、②地域の経済パフォーマンスが低下し、③
財政力が弱まり、④人や企業に提供される行政水準が低
下し、⑤人や企業のさらなる転出を招くという負の連鎖
によって生じます」と指摘している。さらに、一般労働
者は平均年収額の高い地域に向かう（厚生労働省 2015）
ので、室戸市経済の衰退を引き起こしている収入減少な
どの問題は人口減少を更に深刻化させている。
　以上からわかるように、室戸市の人口減少は経済の衰
退を引き起こしている。一方、室戸市の産業不況と年収
低下は住民の転出意欲にも影響を与えると考えられる。

3. 室戸市の生活環境
　生活環境に関する調査は住民たちの生活実態および
ニーズを把握することができる。以下は室戸市政府が市
民たちに実施したアンケート調査結果によって市民たち
が抱く生活問題と室戸での生活の良い点を明らかにした。

（１）若　者
　室戸市 b（2020）は人口減少の克服と地方創生を目
的とし、室戸市内の学校に通う中学校・高校生 261 名

表 1　地域公共交通分野における近年の法整備

図１室戸市の人口推移（1955-2023 年）
出典：国勢調査と室戸市行政区別人口統計表により作成
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図２室戸市の人口構造（2023 年 11 月 10 日）
出典：室戸市行政区別人口統計表により作成

図３移住者数の推移（2010-2022 年）
出典：室戸市移住促進室提供のデータにより作成
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にアンケートを実施した。室戸市での生活環境に対する
評価を見ると、「生活しやすい、住みやすい」の理由に
ついては、「自然環境が良い (26.4%)」、「地域の人間関係
が良い (15.7%)」、「静かで落ち着いている、治安が良い
(13%)」が上位 3位を占めている。「生活しにくい、住み
にくい」については「買い物等の日常生活の便がよくな
い (52.1%)」、「交通の便がよくない (28.4%)」、「遊ぶとこ
ろが少ない、何もない、自然しかない (15.3%)」が上位 3
位を占めている。
　現在の生活に満足している点については「生活しやす
い、移動がしやすい、便利が良い (15.7%)」、「学校や普
段の生活が楽しい、充実している (15.7%)」、「自然豊か
(15.7%)」が上位 3位を占めている。現在の生活に対する
不満については「買い物などの日常生活の便が良くない
(21.8%)」、「交通の便が良くない、学校が遠い (13.4%)」、「遊
ぶところが少ない、何もない、自然しかない (11.1%)」が
上位 3位を占めている。
　室戸市の魅力的な点については「自然豊かであること。
空気がおいしいこと (100%)」、「魚など食べものがおいし
いこと (31%)」、「人が優しく、地域コミュニケーション
が密にとれていること (21.8%)」が上位 3位を占めてい
る。一方で、室戸市のよくない点については「店が少なく、
買い物等をするところが限られていること (53.6%)」、「公
共交通機関が少なく、交通の便が悪いこと。交通アクセ
スが悪いこと (26.8%)」、「遊ぶところやイベント等が少な
いこと (23.4%)」が上位 3位を占めている。
　以上から分かるように、中高生は買い物の不便さ、交
通の不便さ、遊ぶところの不足などを不満に感じている。
一方、豊かな自然環境と良い人間関係を評価している。

（２）子育て世帯
　2019 年、室戸市 c(2020) は子育て、教育などに関す
る施策に対する意見、要望を把握するために小学校、中
学校に通う子どもがいる 299 世帯に対してアンケート調
査を行った。回答者の年齢から見ると、40代の比率が最
も高く、56.6% である。40 代に次いで 30 代、31.8% で
ある。
　「室戸市は子育てがしやすいまちと思いますか」という
問いに対する回答は「そう思わない」を選んだ人の割合
が 39.5% で、最も多く、「どちらかというとそう思わない」
は28.1%である。これを選んだ理由を見ると、「保健・福祉・
医療が充実していない (78.7%)」、「交通の便がよくない、
通勤・通学が良くない (53%)」、「買い物などの日常生活
の便が良くない (47%)」が上位 3位を占めている ( 図 4)。
一方、「そう思う」の割合はわずか 4.7% で、「どちらかと
いうとそう思う」は 16.7% である。その理由については、
「自然環境が良い (84.4%)」、「家族や親戚が近く住んでい
る (54.7%)」、「地域の人間関係が良い (43.8%)」が前 3位
を占めている（図 5）。
　また、室戸市で子育ての魅力的な点にいては「きれい
な自然があること。空気がおいしいこと (52.8%)」、「人
が優しく、地域コミュニケーションが密にとれているこ
と (17.4%)」、「少人数のため、人に目が届く教育ができる
こと (8.3%)」、「魚など食べ物がおいしいこと (6.7%)」が
上位 4位を占めている。一方、室戸市で子育てのよくな
い点については「救急に対応できる病院がないこと。病
院が少ないこと (60.2%)」、「教育環境が悪いこと。教育の
選択肢が少ないこと (27.4%)」、「店が少なく、買い物等
をするところが限られていること (16.7%)」、「公園等遊ぶ
ところが少ないこと。遊具などが整備されていないこと

図４子育てしやすくないと思った理由
出典：『室戸市子育て世帯アンケート調査』報告書から引用
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(15.7%)」が上位 4位を占めている。
　そこから、子育て世帯にとって室戸市での子育てにつ
いてよくない点は主に、医療環境が充実しておらず、教
育環境が少なく、店が少なく、遊ぶところが少なく、交
通の便がよくないなどであった。一方、自然環境がよく、
人間関係が良く、家族や親戚が近いなどは主な良い点と
して評価している。

（３）市民満足度調査
　2017 年 8 月に自治体は市の提供するサービスに対す
る「満足度」及び「重要度」などについて 18歳上の市民
588 名にアンケートした。回答者の年齢から見ると、70
代が 39.6% で最も多い。次は 60 代が 23.6％である ( 室
戸市 2017)。この調査では「室戸市まち・ひと・しごと
創生総合戦略（平成 27年 ~31 年）」の施策の取り組みに
ついての設問があり、以下、その回答をみていく。
　まず、「室戸市まち・ひと・しごとと創生総合戦略」の
基本目標②「室戸世界ジオパークを活かし、国内から新
しい人の流れをつくる」の取り組みに関して、「観光施設
等の整備や、公共交通の充実に対して “ すぐに取り組ん
でほしい ” と感じている人が最も多く」、48.1% である。
また、観光施設等の整備、公共交通の充実などに対する「満
足」の割合はわずか 3.9% で、「不満足」の割合は 44.7%
である。
　また、「保険・医療・福祉分野の満足」の重要度につい
て、最も重要なのは「病院数や診療科目」80.7% であり、
「満足」はわずか 2.0％である。次に「急病ときの救急体制」
は 78.5% である。それに対する「満足度」はわずか 4.7%
であり、「不満足度」は 72.6% である。
　さらに、「教育・文化分野の満足」の重要度について、

最も重要なのは「子どもの学力・体力向上」48.3% であ
るが、満足度はわずか 4.9％である。
　そこから、室戸市の市民にとって、観光施設等の整備、
公共交通の充実、病院数や診療科目、急病ときの救急体制、
子どもの学力・体力向上などを課題としていることがわ
かる。
　以上から分かるように各年齢層の住民たちにとって、
室戸の自然環境がよく、人間関係が良いのを評価する。
一方で、交通の不便、医療体制の不足、買い物の不便、
教育環境と子どもの遊び環境の不足については不満をと
られていることがわかった。

4. 移住促進・定住施策および実績
（１）移住・定住に関する取り組み
　日本政府は人口減少及び超高齢化問題を解決し、「政府
一体となって取り組み、各地域がそれぞれの特徴を生か
した自律的で継続的な社会を創生できるように」、2014
年 9月 3日の閣議決定により、まち・ひと・しごと創生
本部を設置した ( 内閣官房・内閣府総合サイト 2014)。
地方創生は「出生率の低下によって引き起こされる人口
の減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への人口の過
度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよい環境を確
保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持するこ
とを目的としている」。また、長期的ビジョンについて
は第２期『まち・ひと・しごと創生総合戦略』において、
「地方への移住・定着の促進、地方との繋がりを強化」を
基本目標とした ( 内閣官房まち・ひと・しごと創生本部
事務局・内閣府地方創生推進事務局 2020.12)。さらに、
東京から地方への移住ニーズを踏まえ、日本政府は『ま
ち・ひと・しごと創生基本方針 2021』を打ち出した。方

図 5 子育てしやすいと思った理由
出典：『室戸市子育て世帯アンケート調査』報告書から引用
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針の中には地域への移住を促進するために、「①地域の将
来を『我が事』として捉え、地域が自らの特色や状況を
踏まえて自主的・主体的に取り組めるようになる、②都
会から地方への新たなひとやしごとの流れを生み出すこ
とを目指す」という二つ基本方針を立てた（内閣官房ま
ち・ひと・しごと創生本部事務局・内閣府地方創生推進
事務局 2021）。また、2020 年 3月に高知県（2020）は
『第 2期高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略』を出し
た。この中で「新しい人の流れをつくる」は基本目標とし、
移住促進策を強化した。
　室戸市 ( 室戸市企画財政課 2020) は国や高知県の第 2
期創生総合戦略を踏まえ、『第 2期室戸市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略』において「ジオパーク等地域資源を
活かし、国内から新しい人のながれをつくる」を基本目
標とし、移住者数の目標値を年間 50人に設定した。また、
室戸市は移住者を獲得するために、移住促進に取り組ん
でいる。それにより、一定の実績が出ている。次に、室
戸市の移住促進室提供の資料に基づき、それらの取り組
み施策及び実績を紹介する。

（２）移住・定住取り組み施策
①室戸市移住体験住宅の運営
室戸市は移住希望者が安心利用できるように、三つの

移住体験住宅を整備した。改修内容は主に熱交換型換気
機器の設置、抗ウィルス性壁紙の使用、テレワークスペー
スの確保などである。改修後、移住体験住宅の稼働率は
高くなったが、2023 年は下げている ( 表 1)。室戸市によ

ると、近年他の地域でもそのような移住体験住宅を運営
し、競争が激化したため、移住体験住宅の稼働率は上がっ
ていないとのことであった。

②移住体験ツアー
室戸市は地域を知ってもらい、地域住民と触れ合う機

会が用意されるため、様々な移住体験ツアーが開催され
ている。
　まず、先輩移住者や地域住民が自身の仕事や趣味を通
じ、室戸市の魅力発信や移住経験談などを聞くことがで
きる「個性豊かな移住先輩と行くプチツアー in 室戸」と

いうツアーが開催された。2021 年は 8組 13 名が参加し
た。参加者の中から移住につながったのは5組8名であっ
た。2022 年は 8組 10 名が参加した。参加者の中から移
住につながったのは 3組 3名である。
　また、2022 年度から「移住体験」と「仕事」をテーマ
とした室戸市まるごと移住体験などツアーが開催されて
いる。また、2023 年度は室戸市で求人募集をしている企
業を集めた就職相談会が同時に開催された。2022 年のツ
アー参加人数は 17人であり、2023 年のツアー参加人数
は 22人である。また、就職相談会への参加人数は 22人
であり、そのうち 2名が就職した。

③就職・起業支援
室戸市は移住者の就職を支援し、産業・経済の活性化

を図るために、様々な施策を行っている。まず、室戸市
は無料職業紹介所「ジョブ住室戸」を運営している。市
内外の方に仕事を紹介している。また、移住者は室戸市
で起業する場合は起業補助金がある。さらに、地域おこ
し協力隊を募集している。2023 年時点で、室戸市は 12
ミッションと 17名の地域おこし協力隊を募集している。
２人の着任が内定している。

④各種支援・補助制度
室戸市は移住・定住を促進するために、住まい・起業

に関する補助などの支援を行っている。表 2からそれら

の補助率が高いのが見える。また、空き家に関わる補助
金額および補助率も高い。

（３）住宅確保対策及び実績
移住者にとって移住に際し、住居の確保は大きな困難

であると考えられる（澤田 2021：186-187）。そのため、
室戸市は住宅確保を移住促進事業の重要な一環とし、公
的賃貸住宅の設置、空き家の活用、住まいに関する補助
金などの対策を施している。それにより一定の実績をあ

表 2　各種支援・補助制度および実績

表１　室戸市移住体験住宅の稼働率

2019年度 2022年度 2023年度
海 2015 23.19 37.91 34.48
川 2009 32.19 50.57 78.85
⼭ 2014 24.56 47.45 20.69

出典 室⼾市移住促進室提供のデータより作成

稼働率（％）
住宅名 開設年

科 ⽬
⾦額（上限）
万円

補助率

空き家改修費⽤補助⾦ 240 10/10
耐震設計 30 10/10
耐震改修 130 10/10
空き家家財道具など処分補助⾦ 10 1/2
家賃補助⾦ 1/⽉ 1/2
引越し費⽤補助⾦ 5 1/2
創業⽀援事業補助⾦ 200 1/2

出典 室⼾市移住促進室提供のデータより作成
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げた。次に、室戸市の主な住宅確保対策と実績を紹介する。

①公的賃貸
　まず、移住者に向け住宅を設置し、総合 7室がある。
入居期間は３カ月以上 3年以内である。家賃は毎月 1万
円である。また、一棟中間管理住宅を改修した。2021 年
4月から公募を始め、2021 年 6月から入居を始めた。

②空き家の活用
　室戸市提供による空き家バンクの実績データによる
と、空き家の登録件数は 2020 年 27 件、2021 年 43 件、
2022 年 48 件へと増加している。成立件数は 2021 年
27 件、2022 年 37 件に増加した。このように、空き家
バンクの登録件数及び賃貸、売買件数は年々、増加傾向
にある（ヒヤリング調査による）。また、室戸市役所によ
ると室戸市の登録件数は県内で最も多いとのことであっ
た。
　図 6は年別空き家改修費補助金の補助件数を示してい
る。補助件数は 2018 年の 0件から、2020 年の 12 件に

増加した。特に、2020 年を境とし、補助件数は 3件か
ら 10件以上に急増している。

③市営住宅、民間賃貸住宅の紹介
　室戸市は市営住宅の入居者募集状況、民間賃貸住宅の
空き状況などを収集しており、移住者に提供している。
また、2022 年から市営住宅は単身入居も可能になった。

５．推測
　以上の調査結果と統計分析から、以下の 4点が得られ
た。
1）自治体は移住・定住施策と住宅確保対策の取り組みに

より、一定の実績をあげた。そのため、自治体の移住促
進策は移住者数の増加している要因である。また、移住
者にとってより多くの支援をもらうほど、長期的な定住
意欲が高いと推測する。
2）交通の不便、医療条件の不足、買い物の不便、教育環
境と子どもの遊び環境の不足は室戸市住民にとって最も
大きな生活問題である。そのため、移住者にとって交通
の不便、医療条件の不足、買い物の不便、教育環境と子
どもの遊び環境の不足を感じるほど転出意欲が高いと推
測する。
3）室戸市の産業不況と年収低下は住民の転出意欲に影響
を与えると考えられる。そのため、移住者にとって年収
が低下するほど転出意欲が高いと推測する。
4) 先行調査によると、室戸市の住民たちにとって自然環
境がよく、人間関係が良いなどが主な生活の良い点であ
る。そのため、移住者にとって室戸市の自然環境がよく、
人間関係が良く、食べ物の美味さを感じるほど、長期的
な定住意欲が高いと推測する。

Ⅲ . 調査内容および分析
　2023 年 11 月 26 から 28 日まで室戸市にて、フィー
ルドワークを実施した。当地で５人の移住者に移住契機、
今の生活、生活環境などについてインタビュー調査を行っ
た。
　以下、インタビュー調査の結果により、調査対象の基
本属性、移住のきっかけ、室戸市での生活及び室戸市の
生活環境（問題）について分析する。

１．調査対象の属性
　表 3は今回の調査対象の属性を示している。調査対象
において、男性４人（日本人）、女性１人（外国人）であ
る。全ての調査対象は高知県外出身である。うち 3名が
独身で、既婚者は 2名であった。年齢層からみると、10

代後半１人、30代後半１人、40代前半と 40代後半各 1
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図６　空き家改修費補助金の補助件数　
出典：室戸市移住促進室提供のデータにより作成

表 3　調査対象の属性

名前 性別 国籍 室⼾での居住歴 これまでの居住地
A 男性 ⽇本 約2年 ⼭形、広島、福岡、東京
B 男性 ⽇本 約3年 宮崎、茨城、埼⽟
C 男性 ⽇本 約6ヵ⽉ ⼤分、⾼知
D 男性 ⽇本 約1年半 ドイツ、ノルウェー、カナ

ダ、オーストラリア、
ニュージーランド、⼤阪な
ど

E ⼥性 外国 約11ヵ⽉ イギリス、イタリアなど
出典：インタビュー調査により作成
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人であり、調査対象の年齢層もばらつきがある。

２．移住のきっかけ
　今回の調査対象の移住契機はそれぞれ異なる。移住し
た原因は主に就職、趣味、住宅取得、良い雰囲気および
豊かな自然環境であった。移住契機によって就職型、自
己実現型、環境評価型という三つのカテゴリーに分けら
れている。また、影響因子の数によって単因子に影響さ
れる型と多因子に影響される型に分けられている。さら
に、インタビュー結果によって調査対象は就職型におけ
る単因子に影響される型、自己実現型における多因子に
影響される型、環境評価型における多因子に影響される
型という三つの型がある。
　A氏は室戸市に来る前の仕事は任期付きなので、２年
間を経て、退職した。そこで、仕事を探し始めた。しかし、
適当な仕事を見つけるのは難しい。その後、室戸市のジ
オパークの募集を見て応募した。つまり、彼は就職をきっ
かけに、室戸市に移住した。
　B氏の室戸市に移住した理由は A氏と同じ就職するた
めである。彼は文系で卒業し、地質と地理での仕事は文
系人材に対する募集はそんなに多くないと言う。しかし、
室戸市のジオパークは文系の内容も扱う。そのため、室
戸市のジオパークで就職するのを決めた。その後、室戸
市に移住した。
　C氏によると、室戸市に移住した原因は趣味と仕事で
ある。彼は釣りを趣味としており、室戸市で「船とか、
船釣りとかでも、日本記録を狙うことができる」なので、
「夢の環境」であると評価している。そこで、彼は、高校
卒業時点で、室戸市の求人情報をみて、高校の同じ趣味
を持つ二人の友達と一緒に室戸市の同じ会社で漁師とし
て働き始めた。
　D氏は海外での就職及び住まいの経験が豊富である。
彼は 24 歳から 35 歳まで世界 49 カ国を旅行し、6カ国
で就職していた。35歳になると日本に帰り、1年半の間
は大阪で働いていた。その後買い物難民向けの移動スー
パーを運営したいと考え、淡路島、広島県などで移動スー
パーの運営について相談したが、彼は移住者という理由
で断られた。そのような経験もあって、室戸市の「雰囲
気が良い」と思い、室戸でアルバイトし、生計をたて、
農業しようと考えた。また、室戸市で畑を借りることが
でき、さらに「100 万円で家を買える」ことが判明した
ので、室戸市に移住することを決めた。このように、D
氏は室戸市の雰囲気及び移住支援政策、特に住宅確保対
策を評価して、室戸市への移住を決定した。また、彼は

移住することにより自分のキャリアも変えた。
　E氏の場合、もともとヨーロッパに住んでおり、日本
に関する情報をあまり持っていなかった。YouTube で、
日本の空き家に関する情報をみて、「今の日本はそんなに
オープンなのか」と思ったとのことである。また、四国
に興味を持っており、四国の空き家について空き家バン
クなどのサイトで情報を調べた。その中で室戸市のホー
ムページを評価し、移住を決定した。彼女によると、室
戸市での家をみて、「スペースあって、庭あって、太陽あっ
て、気候あって」いたため、５分程度考えだけで、家を
買うのを決めた。さらに、市役所職員の案内とサービス
が非常に良かったため、市役所の職員を完全に信頼し、
手続きなどは全部職員に任せた。その結果、大きな問題
もなく移住することができた。このように住宅確保対策
と室戸市の良い自然環境は彼女の移住のきっかけであっ
た。さらに、彼女にとって室戸市がインターネットでの
アピールは他の地域より良いと評価していた。
　以上のことから、A氏と B氏は自治体の「ジオパーク
等地域資源を活かし、国内から新しい人のながれをつく
る」という基本目標の実施により人材である。つまり、
彼らは就職型における単因子に影響される型である。C
氏は趣味と就職という理由で室戸市に移住した。D氏は
室戸市の雰囲気と住宅確保対策を評価し、室戸市に移住
するのを決めた。また、D氏は室戸市に移住することに
より自分のキャリアを変えた。つまり、C氏と D氏は自
己実現型における多因子に影響される型である。E氏は
自然環境及び空き家政策（住宅確保対策）で、室戸市に
移住した。彼女は環境評価型における多因子に影響され
る型である。また、C氏以外の移住者の移住契機は移住・
定住施策の影響を受けるため、自治体の移住促進は効果
的であるのが見える。

３．室戸市での生活
　移住者は室戸市での生活に対して「人間関係が良い」、
「食べ物が美味しい」、「自然環境が良い」の 3点を高く評
価している。これは先行調査とほぼ一致する。また、現
在の仕事について大変だが楽しいと評価した人が多い。
しかし、一部の調査対象は室戸の人と密な人間関係の構
築についてはメリットとデメリットがあると指摘してい
る。また、自治体の支援策については、充実していると
思う人がいる。一方、より多くの支援が欲しい人もいる。
以下、調査対象の実生活から詳しく紹介する。
　A氏にとって室戸市での「魚がうまいところ」、「人と
付き合いが密接」、「人と付き合いがすごい頻繁」、「いろ
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んな友達がふえた」などは「大都市ではあまりないこと」
であると評価している。また、A氏は室戸市での生活コ
ストが低いと感じている。仕事については「内容はとて
も楽しいです」が、「すごく忙しい」と感じているとのこ
とで、「ジオパーク業界中で認められたい」と自分の将来
の目標を語った。また、現在、職場から住居手当と通勤
手当が支給されているが、彼はより条件の良い就職先が
ある場合は、転出する可能性があるとのことであった。
　B氏は「前は関東ずっと長く住んでいるので生活スタ
イルはだいぶ違います」と話す。例えば、電車もなく、
全て車で移動する。「食べ物美味しい」、「人と親しく付き
合うこと」は室戸市での生活の良い点であると評価する。
「人と親しく付き合うこと」については、子どもから高齢
者まで幅広い年齢層との付き合いがあることを評価する
一方で、人間関係がもたらす問題についても指摘した。
また、彼も A氏と同様に、住居手当と通勤手当を受けて
いる。さらに、将来は A氏と同様、条件の良い就職先が
ある場合、移住する可能性があるとのことであった。
　C氏は今の生活に極めて満足している。彼にとって「魚
がうまいこと」と「静かなこと」は室戸市の魅力的な点
である。今の仕事は「大変ですけど、楽しい」と言う。
また、彼は「船釣りはずっと人気である」、「遊魚船に乗
るのが高い」、「人気船やったら、一日借りたら 15万」な
どの理由で将来は自分の船を持ち、遊漁船を運営したい
とのことであった。さらに、彼は人気飲食店の評判は船
次第であると言う。将来的には船を持つだけではなく、
飲食店も運営する計画を持っている。室戸市の「魚がう
まいこと」は彼のキャリアに影響を与えているといえよ
う。
　移住支援に関しては十分であると評価している。C氏
は賃貸住宅に居住しており、そこに家賃補助が３年間支
給されているため、実質の家賃負担はない。さらに、自
治体から電気代、水道代の補助金 3万円が一括支給され
た。将来的には「室戸市に住み続け、結婚したい」と言う。
　D氏は新婚であり、１ヵ月前に子どもが生まれたばか
りである。今の生活については「バイトして、生計たてて、
両方ストレスないし、楽しい」、「子育て大変だが楽しい」
と言う。また、「気候は暖かい」、「星が綺麗」、「静か」は
室戸市の魅力的な点であるとし、さらに室戸市の魚が美
味しいと評価した。彼は地域住民とコミュニケーション
を取ると生活しやすいと指摘する。周りの住民との親睦
を深め、近隣の住民からは時々、鶏や卵、野生動物の肉
をもらうことがあるとのことであった。また、農地を借
りる際に地域住民は「どうぞ」と快く畑を貸してくれた。

これらの経験を通じて、彼は室戸に対して極めて良い印
象を持つこととなった。このように、室戸市の「人間関
係が良い」は彼の生活とキャリアに影響を与えていると
考えられる。
　D氏は「自分でお金を作ること」を目標としている。
現在、彼は借りた畑でバナナなどのフルーツを育て（写
真１）、アルバイトし、安い材料で家をDIY している（写
真２）。室戸市の人口減少について彼は「もし、将来は
3000 人になるとき、プランがあるから大丈夫」、「その時、
その魅力が出てくる」と言う。彼は室戸市の人口減少に
より生じた人手不足があるからこそ、ビジネスチャンス
があると言う。つまり、彼は室戸市の人口減少を心配し
ておらず、チャンスがあると考える。

写真１　C 氏の借りた場所で育てたバナナ
撮影時間：2023 年 11 月 28 日　撮影者：刘俊

写真２　C 氏の自分で DIY している家
撮影時間：2023 年 11 月 28 日　撮影者：刘俊
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　自治体からの補助について D氏は家の改新改修金 400
万円、子どもを生むと 10万円、子どもを生まれてから毎
月 1.5/3 万円（3歳まで）、３から 18 歳まで、毎月１万
円などの補助金をもらい、非常に満足していると言う。
　E氏は室戸市での生活について、自然環境が良く、人が
優しいと感じ、今の生活に満足している。また、室戸の
自然環境は「神様にキスされたところ、世界にはないと
ころ」と評価する。しかし、彼女は室戸の人間関係が良
いが、「小さいところ、みんな口コミですぐわかる」と話
した。つまり、彼女は室戸市の人間関係が良い一方、不
便に感じるところもあると思っている。
　将来どこで生活するのかについてはまだ考えておらず、
今の生活しか考えないと言う。彼女は住宅支援として改
新改修 400 万円の補助を受け、そこについて非常に満足
している。今は自分の家で民宿のような部屋を設置し、
観光客を受け入れたいとのことであった（写真３）。室戸
の人口について、E氏は「今の室戸市の人口数は大丈夫

であるがバランスが悪い」と指摘する。また、若者に来
てほしいとのことであった。
　以上からわかるように、就職型における単因子に影響
される型は就職条件を重視し、室戸市の景気及び就職状
況により、転出可能性がある。また、彼らは移住政策の
支援を受けていないため、より多くの支援があると良い
と指摘する。一方、自己実現における多因子に影響され
る型は自分のキャリアとライスプランが室戸市とつな
がっている。また、室戸市の「魚が美味しい」、「人間関
係が良い」、「自然環境が良い」は彼らのキャリアと生活
にも大きな影響を与える。彼らにとって、年収が低くても、
室戸市の人口減少が厳しくなっても、長期的な定住意欲
が高い。住まいなどに関する支援を受け、満足を得てい

るケースも多い。環境評価型における多因子に影響され
る型は将来についてまだ考えていないが、今の生活およ
びもらった支援や補助に満足している。以上のことから、
就職条件は一部の移住者の転出意欲に影響を与える。ま
た、室戸市の生活でのよい点は一部の移住者の長期的な
意欲にも影響を与えるのが見える。さらに、住宅確保対
策は移住者の長期的な定住意欲にも効果的であるのがわ
かる。

４．室戸市の生活環境の課題
　先行調査における室戸市の住民にとって交通の不便、
医療体制の不足、買い物の不便、教育環境と子どもの遊
び環境の不足は主な生活問題である。一方、先行調査の
結果と違い、室戸市の豊かな自然環境は子どもにとって
良い遊ぶ場であるとの指摘もあった。また、子どもが室
戸市の良い自然環境で成長するのは良い体験であると考
えられる。しかし、一部の調査対象は室戸市の教育に懸
念を抱く。全ての調査対象は車を持っており、交通の不
便まだ感じていない。一部の調査対象は医療体制の不足
と買い物の不便を感じる。次に、移住者の立場から、室
戸市での買い物、医療条件、教育環境、子どもの遊び環
境（子育て環境）、交通状況について分析する。
　買い物について A氏は「普通の日用品、食料は全然問
題ない」と言う。しかし、彼は本を読むという趣味があ
る。室戸市には大きい本屋がなく、図書館も小さいので、
本を買うために高知市にいかなければならないので、不
便であると感じている。また、今の医療状況が続くと「ま
ずい」と言う。彼は自分の経験により、次のように語る。

　一年前に、私の腰痛なったことがあります。結
構お年寄り方がなりますよね。だが、室戸市中で
腰痛を治すクリニックや医師もいないですよね。
安芸の病院に行って治しました。

　つまり、室戸市は腰痛を治すクリニックと医者がいな
いので、腰痛を治すために隣の安芸市にいかなければな
らない。
　室戸市の子どもの遊び場については「結構面白い」と
評価する。彼は子どもたちが一緒に釣り、川で水泳など
の都市にない遊び場が多いと言う。しかし、室戸市の教
育環境に対し、「不安のところがあります」と思う。彼は「保
育園は大丈夫です」が、室戸市の高校は一校しかないので、
「中学校を卒業した後の進路が限られる」と言う。
　B氏は「普通の食料品は問題ない」と言う。彼は A氏

写真３　E 氏の民宿として利用したい家
撮影時間：2023 年 11 月 28 日　撮影者：刘俊
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と同じように読書を好むため、本を探す際に不便を感じ
ている。また、室戸市の病院が充実していないとし、「現
時点で自分はまだ感じていないが、室戸市の高齢者が多
いので、医療条件の充実が必要である」と言う。
　子どもの遊び場について B氏は「室戸市のような自然
が豊かなところで遊ぶのはよい」とし、教育環境につい
ては、小規模校を評価している。彼は「小さい学校が子
ども成長にとってはもっと良いと思うので、室戸市の小
さい学校を残して欲しい」と言う。しかし、室戸市の人
口減少とともに学校も統廃合が進んでおり、それを心配
しているとのことであった。公共交通について、「自分は
まだ感じていないが、車を持たないと不便である」とし
ている。
　C氏は買い物について「悪くない」、「生活する分は大
丈夫です」、「買い物は今ネットできる」と言う。つまり、
彼にとって室戸市での買い物は不便がない。医療につい
ては「整えてないです」と評価する。また、室戸市には
大きな病院がなく、一番近い大きい病院に至るまで、車
で１時間ぐらいがかかると指摘した。C氏は自動車を所
有しているため、交通に関する不便を感じないが、車が
ない人にとっては「ちょっと不便」であると思っている。
　D氏は「車で 10分あれば買い物先に行くことができる」
とし、買い物について不便を感じていない。また、彼は「病
院が遠く、車に乗ると１時間ぐらいかかると言うが、こ
れは大きな問題ではないと思う」とのことであった。生
後１ヶ月の子供を持つ D氏は、都会での子どもの遊び場
に比べ、室戸市の方が「魅力的だから大好き」と評価する。
現在の都会では、騒音、制限されるボール遊び、自動車
が多く安全な遊び場の確保が困難であること、人間関係
が複雑であることなどの問題や制限が多いので子どもは
「のびのび遊べない」と言う。一方、彼は室戸市において
子どもが「伸び伸びできるし、カニ取りでもいいし、魚
取りでもいいし、山菜とても美味しいし」、またそれらの
ことにより自然に触れ、より多くの知識を学ぶことがで
き、より多くの潜在的な発展性を引き出せると評価した。
つまり、彼は室戸市の自然環境は子どもの遊び場だけで
はなく、良い教育環境であるとしている。
　E氏は買い物を近くでできることから、何も不便がな
いと言う。また、彼女はできるだけ地元で食料を買うと
のことであった。また、E氏は室戸市の医療環境につい
て心配がなく、他国と比べて「すごく素晴らしい」、「充
分である」と評価している。また、大きな病院に到着す
るまで１時間ぐらいかかることについては、「十分ですよ」
と言う。彼女は他国で生活していた時、大きい病院に行

く場合、１時間程度かかるのが一般的だったので、特に
時間距離については問題視していない。
　室戸市の子どもの遊び環境については「素晴らしいと
ころ」と評価する。彼女は科学技術の進化に従って、AI
は人々の生活に浸透していき、それにより、人間はバー
チャルで同じような生活環境に生き、自然との触れ合い
機会が少なくなっていくと言う。また、自然は「人間の
魂にとっては必要のものです」、「自然と触れないと皆機
械になる」ので自然と触れるのは必要であると思う。彼
女は中古車を購入し、車で移動するため、交通不便まだ
感じていないと言う。
　以上から分かるように、室戸市の生活環境の課題につ
いて、就職型における単因子に影響される型人は他の型
の人に比べて生活環境についてより多くの不便を感じる。
特に、医療体制の不足と買い物の不便のである。また、
教育環境に懸念を抱く。自己実現における多因子に影響
される型人は室戸市の医療条件が充実していないと思う
が心配していない。一方、環境評価型における多因子に
影響される型人は室戸市の医療条件は充実であると評価
している。

Ⅳ . 考察
　移住者はどのような理由で室戸に移住するのか。また、
今の生活について移住者はどう思うのか。さらに、どの
ような原因および生活問題は移住者の転出意欲に影響を
与えるのか。それらの問題を踏まえ、移住者にインタ
ビューした。さらに、インタビューすることにより、そ
れらの問題を考察した。以下に確認する。
　まず、調査対象の移住契機から分かるように、A氏と
B氏は自治体の「ジオパーク等地域資源を活かし、国内
から新しい人のながれをつくる」という基本目標の実施
により人材である。D氏、E氏の移住契機は宅確保対策と
つながる。そのため、1）自治体の移住促進に関する施策
の推進は移住者数が増加している要因であるのが分かる。
また、移住の契機によって調査対象は就職型における単
因子に影響される型、自己実現型における多因子に影響
される型、環境評価型における多因子に影響される型を
分類した。
　次に、今の生活から見ると、移住者にとって「人間関
係が良い」、「食べ物が美味しい」、「自然環境がよい」は
室戸市での生活の主なよい点である。自己実現型におけ
る多因子に影響される型は自分のキャリアとライフプラ
ンは室戸市とつながり、長期的な定住意欲が高い。また、
室戸市での生活の「食べ物が美味しい」、「人間関係が良
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い」、「自然環境が良い」は彼らのキャリア、生活に大き
な影響を与える。一方、就職型における単因子に影響さ
れる型は室戸の自然環境についてまだ提示していない。
また、人間関についていい点があるが悪い点もあると思
う。さらに、彼らの長期的な定住意欲より低い。そのため、
4) 室戸市の自然環境がよく、人間関係が良く、食べ物が
美味しいということを感じるほど、長期的な定住意欲が
高いとは言える。
　就職状況及び年収について、就職型における単因子に
影響される型は就職条件を重視し、ジオパークの景気及
び就職状況により、転出可能性がある。一方、自己実現
型における多因子に影響される型は年収もっと低くても、
長期的な定住意欲が高い。さらに、室戸市が不景気にな
ると、ビジネスチャンスがあると思う。そのため、3) 全
ての移住者にとって、年収低下するほど転出意欲が高い
とは言えない。
　自治体の移住支援について、自己実現型における多因
子に影響される型は自治体からより多くの支援を受けて
いた。特に、住宅確保対策から住まいに関する補助が多く、
長期定期な定住意欲が高い。その一方、就職型における
単因子に影響される型は移住定住に係る支援を受けてい
ないため、より多くの支援を必要としていた。また、こ
の型は長期定期な定住意欲がより低い結果となった。そ
のため、1) 移住者にとって、より多くの支援をもらうほ
ど、長期的な定住意欲が高いと言えるだろう。そこから、
住宅確保対策は移住者を呼び寄せるだけではなく、長期
的な定住にも効果的であるのが分かる。
　最後に、生活環境問題について、先行調査の結果と異
なり、室戸市の子どもの遊び環境が良いと移住者には評
価されている。また、全ての調査対象は車を持っている
ので交通問題を感じていない。しかし、就職型における
単因子に影響される型は他の移住者に比べ、より多くの
生活問題に直面している。特に、買い物、医療条件に関
する不便を感じている。また、彼らの転出意欲も他の移
住者より高い。そのため 2) 移住者にとって、交通の不便、
医療条件の不足、買い物の不便、教育環境と子どもの遊
び環境の不足を感じるほど転出意欲が高いと言える。

Ⅴ . まとめ
　今回の調査は先行研究の結果及びテータを用い、イン
タビューすることにより、室戸市の移住者の移住・定住
意識を掘り下げた。これによって以下を示した。
　まず、「食べ物（魚）がおいしい」、「自然環境が良い」、
「人間関係が良い」は室戸市での生活の良い面であると考

えられる。また、それらを感じるほど、長期的な定住意
欲も高い。
　また、自治体の移住促進策は移住者数の増加している
要因である。さらに、政府の支援対策、特に住宅確保対
策は移住者の長期的な定住意欲に良い影響を与える。
　最後に移住者の転出した原因について、移住の契機が
一つの移住者の転出意欲がもっと高い。彼らは就職状況
および生活問題の影響を受けやすい。また、他の移住者
にくらべ、自治体からもらった支援が少なく、満足して
いない。そこから、移住者の転出に対する効果的な解決
策は公的支援がより多くの移住者に恵まれることを示唆
する。
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１. はじめに
2015 年の国勢調査によると、日本の人口は調査開始

（1920 年）以来初めて減少し 1 億 2709 万 5 千人となっ
た 1)。地域差を伴った人口減少の要因は少子化と人口移
動であると指摘された。年間出生数は第二次ベビーブー
ムの 209.2 万人をピークに増減を繰り返しながら推移
し、2015 年から 7 年連続減少した。2022 年は過去最少
の 77 万 747 人となり、初めて 80 万人台を割り込んだ。
コロナ禍も少子化に拍車をかけ、この 3 年間減少トレン

ドが続くと、2030 年の年間出生数は 55 万人程度まで減
少すると試算された。本研究の対象である室戸市におい
て、2022 年の人口が 12,319 であり、最高値 1955 年の
32,878 人の 6 割程度に減った。図 1、2 を見ると、室戸
市の千人あたりの出生率は 2014 年以降 0.42％を下回り、
2022 年には 0.24％となるも、2023 年にはやや回復した
ようである。2022 年と 2023 年の千人にあたりの死亡率
はそれぞれ 2.37％と 2.5％であるため、全体的には人口
数が急速に減少する傾向にある。

少子化社会における地方の高等学校の魅力づくりに関する考察
―高知県立室戸高等学校に着目して―

郭　一鳴　
Abstract

　The focal point of this paper is addressing the increasingly severe issue of declining birth rates, particularly in 
local regions where high schools are facing a reduction in new student enrollments, making it challenging to sustain 
normal teaching operations. Whether in urban or rural areas, the number of high schools is decreasing. To tackle 
this problem and prevent schools from being merged or dissolved, many institutions are proactively creating unique 
selling points to attract students and overcome the challenges posed by declining birth rates. In an effort to combat 
this issue, schools are striving to establish distinctive features that are exclusive to their institution. This paper 
specifically examines the case of Muroto High School located in Kochi Prefecture, Shikoku, Japan. Through interviews 
and surveys, the study aims to understand how Muroto High School has successfully achieved its annual goal of 
increasing new student enrollments.

キーワード　少子化社会　地方高等学校　魅力づくり

令和５年度総合高知研究
p. 25-32

図１室戸市における出生率の推移
出典：生活ガイド「室戸市・統計データ」2024 年
2 月 22 日閲覧　https://www.seikatsu-guide.com/

info/39/39202/1/

図 2　室戸市における死亡率の推移
出典：生活ガイド「室戸市・統計データ」2024 年
2 月 22 日閲覧　https://www.seikatsu-guide.com/

info/39/39202/1/
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　少子化の影響により、地方・都市に関わらず高等高校
では定員割れ問題がみられる。北海道の留辺蘂地方高校
は生徒数が少ないことを理由とし、新入生の募集を停止
することにした 2)。高知県において、2023 年には高知西
高、高知南高、安芸桜ケ丘高の３校が統合した 3)。一方、
都市である大阪府では教育委員会が生徒数の不足と定員
割れが続いていた府立高校 3 校の統合・再編整備案を発
表した。具体的には2024年度入試から生徒募集を停止し、
2025 年度末を以って閉校することである 4)。その他、東
京都町田市は 2040 年までに市内の公立小 42 校を 26 校
と統廃合する計画を策定した 5)。都市、地方に関わらず生
徒数の減少は高等学校の存続を脅かしているが、少子化
が進んでおり、生徒数の減少を加え、高校の統廃合がさ
らに深刻化し、学校存廃の瀬戸際であるといえよう。
　新入生の減少による閉校や募集停止といった問題によ
り、生徒が通学年齢になったとしても通う学校がなく、
あるいは希望校を考え直すやむを得ない事情が生じる。
また、距離がより遠い学校に進学することになり、生徒
と保護者に余計な負担をかかることになる。安定した新
入生を確保し、高校の統廃合を防ぐのが高校側にとって
重要な課題である。
　本稿が対象とする高知県立室戸高校（以下、室戸高校）
は室戸市に立地する唯一の高校であり、コロナ禍の中、
2020 年から 2022 年にかけ、新入生の数が減少すること
なく、2022 年の新入生数は三年生の倍になった。室戸
高校は新入生を招くにあたり、どんな取り組みをしたか、
または学校の魅力づくりにどんな所に着手したのかを明
らかにするのが本稿の研究目的である。さらに、そうし
た魅力づくりは生徒を惹きつけることに着実に役に立っ
たのか。最後に、これから新入生の確保に関してどんな
協力が必要なのかを明らかにしたい。定員割れ問題が全
国まで広がっているため、こうした調査は他の地方高校
のみならず、都市高校に対しても参考になる価値がある
だろう。
　
2. 先行研究
2.1 県立高校の定員割れ問題及び魅力づくりに関
する研究
　地方高校の定員割れ問題の原因について、園田（2016）
は定員割れが起きている熊本県立菊池高校を調査対象と
した。菊池市教育委員会の通学地域の自由化政策により、
中卒者の選択範囲が広がり、地元の生徒が熊本市内に流
出することとなった。また、就学支援金制度により、経
済的な理由で私立高校を断念した保護者たちは私立高校

の受験行動に変化が生じたと指摘している（園田 2016）。
　県立高校の魅力づくりに関する研究として、小粥

（2017）はある県立高校を調査し、魅力づくりの在り方
を考察した。「既存の魅力」と「生徒が見つけた魅力」、
さらに「目指す魅力」を達成することで新たな「目指す
魅力」が見えてくることを挙げた（小粥 2017）。
　室戸高校は室戸に唯一の高校であるため、政策の通学
地域拡大による生徒流出と経済支援による私立高校への
流出はないため、この二つの理由を考えないとする。だが、
室戸高校は入学支援金制度があり、それが本校の魅力づ
くりの一環であるかどうかは実際の調査を通じ、それが
新入生増加との関係があるかどうかを確認する必要があ
る。その他、魅力づくりにおいて、室戸高校の生徒たち
にとって、室戸高校の「既存の魅力」、「生徒の見つけた
魅力」と「目指す魅力」を明らかにしたい。つまり、新
入生増加のための魅力づくりのみならず、魅力のある高
校を作るために、高校の取り組みを明らかにすることで
ある。

2.2　魅力づくりによる新入生増加の実現例
　魅力づくりによる新入生減少傾向を食い止め、増加傾
向を実現する例として、秋田県にある羽後高校は高校存
続に向ける取り組みについてみると、2022 年度には、情
報通信技術などを専門的に学ぶ「デジタル探究コース」
を新設し、ドローンを操作して活用方法を学ぶ授業など
が行われた。
同年 8 月下旬には、県内の全日制公立高校で初となる「給
食提供」が始まり、1 食当たり 250 円で地元産食材を使っ
た栄養バランスのとれた温かい給食を食べられるように
なった。
　さらに羽後高校では、慶應義塾大学と連携した「高校
魅力化事業」の取り組みが行われている。大学生が高校
に駐在し高校生とのコミュニケーションを図ることで、
生徒の進路選択の可能性を広げた。実際に、大学生との
関わりから自分の進路を見出した生徒もみられる。
こうした魅力づくりの取り組みの成果として、2023 年度
羽後高校の新入生が 41 名となり、前年度の 24 名より 2
倍近く増えることができた 6)。
　同じく地方にある岩手県の大槌高校は連続の新入生減
少問題を直面し、地域探究カリキュラムの「三陸みらい
探究」を開設した。生徒は地域の様々な活動を参加し、
地域貢献している。
地域住民や行政・地元企業・小中学校などの多様な主体
とともに魅力ある高校をつくるために、大槌高校では「コ

表 1　地域公共交通分野における近年の法整備
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ンソーシアム」と呼ばれる協働体制を立ち上げ、学校の
未来について対話する場や、魅力化推進のための議論の
場を創出した。
　大槌高校は文部科学省「普通科改革支援事業」に採択
され、生徒の興味を合わせて新学科の設置を取り込んで
おり、3 年間で何をどのくらいの時間をかけて学ぶのか
を示す「教育課程」の再検討を進めている。その他、大
学進学をめざす生徒や中学校での履修内容の学び直しが
必要な生徒など、多様な生徒が在籍しているため、個別
最適授業では、進度別クラスや ICT 教材の活用を通じて、
生徒一人ひとりがいま必要な学習内容に取り組めること
をめざしている 7)。
　広告発信において、大槌高校は全国の生徒を募集する

「はま留学」に取り込んで、2021 年度から受け入れがス
タートした県外留学生は、2023 年度時点で 9 名が在籍
している。　
　こうした取り組みの成果として、東日本大震災による
災害で町民が一割を失った大槌町の一つしかない大槌高
校は新入生減少を止め、増加傾向を実現した（図３）。

3. 研究方法
3.1 インタビュー調査
　室戸高校の取り組み内容、魅力づくり関することと、
学校の運営状況及び困難を明らかにするにあたり、学校
の管理職にインタビュー調査を実施した。また、室戸高
校の特色授業であるジオパーク学の特徴を明らかにし、
地域連携としての役割を検討するにあたり、ジオパーク
学の外部講師を務める室戸ジオパーク推進協議会の地理
専門員に聞き取り調査を行った。

3.2 アンケート調査
　生徒にとっての高校の魅力づくりにおける「既存の魅
力」、「生徒が見つけた魅力」」と「目指す魅力」を明らか
にし、室戸高校の改善策を検討するため、室戸高校の在
学生全員に以上の三つの「魅力」をめぐって質問票を作
成し、配って回収した。

4. 室戸高校の概要
　地方にある室戸高校の新入生増加の理由を明らかにす
るため、魅力づくりの取り組みを分析し、その詳細を以
下に示す。

4.1 県立室戸高校の概要
　高知県立室戸高等学校は高知県室戸市室津に所在する
公立の高等学校であり、室戸市唯一の高等学校である。
1946年 3月に高知県立室戸中学校同高等女学校として創
立され、1947 年 4 月に高知県に移管され高知県立室戸
中学校同高等女学校と改称された。1948 年 4 月には学
制改革により高知県立高知室戸高等学校に改称され、現
在に至る。
　位置としては、室戸市中心部にあり、学校の近くは「室
戸高校前」というバス停が設置され、高知東部交通によ
り沿海部を主なルートとする「室戸－甲浦線」と「安芸
－ジオパーク線」、二つの路線が到着できる（図 4）。
　室戸高校では、野球部、女子硬式野球部、卓球部、バ
ドミントン部、バスケットボール部、サッカー部、バレー
部、書道部、音楽部、吹奏楽部、美術部と放送部が設置

図３　大槌高校の入学者数
出典：カタリバ　「大槌高校魅力化プロジェクト」　　2024
年 2 月 20 日閲覧　https://www.katariba.or.jp/activity/

project/otsuchimiryokuka/

図４　室戸高校の位置
出典：Google Map に筆者加筆
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されており、日本では数少ない女子硬式野球部がある公
立高校である。2007 年 3 月 23 日、室戸高校は第 79 回
選抜高等学校野球大会に出場し、ベスト８に入った。
　2021 年から、室戸高校は「地域みらい留学」に参加し、
全国から受験できるようになった。

4.2 室戸高校の在学生と内訳
　室戸高校の在学生数は表１のとおりである。

4.3 進路実績
　図 5、6 に示したように、室戸高校の就職率はほぼ
100％で、国公立大学への進学率も高い。そのほか、短
大や私立、または専門学校、公務員への進路を選択した
生徒もおり、卒業生の進路ルートが多様であるといえる。

4.4 高校魅力化の取り組み                               
　魅力化の取り組みについては表 2 に示したとおりであ
る。  
　表 2 に示したのは室戸高校の様々な支援であるが、そ
の中には経済的な支援や補助金といった量的なものがあ
る一方、公設塾や他の人的な支援の内容は明らかにされ

ていない。また、その他はどんなアピールポイントがあ
るのかについて、実際の調査が必要だと言える。

4.5 ジオパーク学及びジオパークにおけるグロー
バル教育
　ジオパーク学とは、世界ジオパークや自然、歴史・文
化遺産について学び、その資源を最大限活用することに
よる地域の活性化についての方法を考え、提案すること。
室戸高校のジオパーク学は室戸にある地域資源を勉強し、
地球のことを学び、それを伝えられる人を育成するのが
目的の授業である。生徒は、社会や理科分野の講義を受
けるだけでなく、専門家の話を聞いたり、ガイドを受け
たり、室戸の歴史や産業について地域の人にインタビュー
をしたりと様々な視点からジオパークのことを学んでき
た。

男子 女子 合計

一年生 20 29 49

二年生 15 18 33

三年生 13 9 22

合計 48 56 104

表 1　室戸高校の学年別生徒数（2022）

出典：室戸高校サイト　2024 年 1 月 21 日閲覧
　https://www.kochinet.ed.jp/muroto-h/mt/index.html
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図５　室戸高校の就職状況
出典：室戸高校サイト　2024 年 1 月 21 日閲覧

　https://www.kochinet.ed.jp/muroto-h/mt/index.html

図６　室戸高校の進学状況（国公立大学）
出典：室戸高校サイト　2024 年 1 月 21 日閲覧

　https://www.kochinet.ed.jp/muroto-h/mt/index.html

番号 サポート名 説明

1 入学祝金 室戸高校入学時に一人70,000円

2 通学支援補助金 バス定期の半額補助または自転車購入補助１0,000円

3 友好交流事業補

助金

室戸市との姉妹都市ポートリンカーン市への交流旅費

4 室戸高校スポー

ツ振興支援事業

費補助金

室戸高校女子野球部等スポーツ事業に対する補助金

5 いさな寮生応援

補助金

寮費月額50,000円（一人）のところ半額25,000円補

助

6 公設塾開設 週２回塾講師を２名室戸高校に派遣し校内で塾を開設

7 室戸高校定時制

補助金

定時制生徒の活動や学力支援のための補助金

8 室戸市ジオパー

ク推進協議会か

らの支援

室戸学、ジオパーク学への講師派遣や国内外のジオ地

域研究など。

9 その他 財政的、人的支援

表２　室戸高校の魅力化事業

出典：室戸高校サイト　2024 年 1 月 21 日閲覧
　https://www.kochinet.ed.jp/muroto-h/mt/index.html
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　例えば、福祉 + ジオパークで視覚障がい者に向ける観
光ツアーの模擬ガイドツアーを実施し、化学 + ジオパー
クの形で「気候変動」と「世界で働く」の設定にする意
見交流など、教科横断のジオパーク学を実施している。
生徒たちはガイドや高校の先生らと協力してジオツアー
の内容を考えながら、地域の人とのコミュニケーション
を通じて、生徒が地球や地域のことを表現する力を身に
つけるのが、室戸高校のジオパーク学の特徴である（室
戸高校サイト）。
2022 年に、室戸ジオパーク推進協議会の仲介で、マレー
シアランカウイジオパーク関係先を訪問し、ジオパーク
と高校生のジオパークの進行に関連する活動についての
意見交換を行った。
マレーシアからは、2023 年月上旬、高校生が室戸高校を
訪れ、書道などを通して英語で国際交流をし、交流を深
めた。室戸高校は、世界ジオパークに認定されている室
戸ユネスコを有効活用し、国内外の様々な地域と関わる
機会を提供することにより、グローバルな視野で物事を
とらえ、地域の課題を解決できる資質を持つ人材を育成
することを目指している。

4.6 地域連携
　地域連携においては、室戸高校は学校の発展に協力し、
助言をするコンソーシアム組織を作った。取り組み内容
については以下のとおりである。

4.7 経済・進路・学校運営の魅力づくり
　4.7.1 室戸市からのサポート　
　特色活動・授業以外に、室戸高校は入学祝金や交通補助、
寮の料金減免といった経済的なサポートを提供しており、
新入生の経済的なストレスや不安を解消し、魅力づくり
の一環として取り込んでいる。こうした経済的なサポー
トは全部、室戸市財政が負担している。それ以外、室戸

高校は校内で塾講師を設置しているため、塾講師の給料
も市財政が負担するので、進路においても経済的なスト
レスが軽減し、生徒と家族に安心感を与えているものと
考えられる。

　4.7.2 進学・就職両立の進路指導
　校内に学習塾を開設した。頻度は週二日であり、水曜
日の放課後と土曜日の午前中で、高知市からの塾講師が
一年生に「数学」と「英語」の授業を行う。大学へ進学
希望の生徒に推薦入試の面接指導をしている。就職希望
の生徒には、公務員の入試対策の指導を提供している。
教員の欠如と、生徒のニーズを対応できないことに対し、
教育センターを利用し、他地域の教員が受注して力にな
り、教員不足の問題を解決する上、生徒のニーズを対応
している。

　4.7.3 学校運営における質の向上と少子化問題の
対応策
　民間団体や事業により構成されるコンソーシアム組織
が作られた。コンソーシアム組織と高知教育委員会のア
ドバイザーが室戸高校に運営などに関するアドバイスを
し、学校の教育質の向上に取り込んでいる。室戸高校は
少子化という問題を直面し、市からのサポートを得なが
ら、高校間の連携を強化する以外に、地元の生徒を流出
させないため、高中小学校の連携も強化されており、子
育てに対して優しい環境づくりに取り込んでいる。県外
に行くより地元で進学する方が便利で安心というイメー
ジを生徒と親に伝え続けている。

4.8 仮説
　先行研究により、一部の高校は魅力づくりによって新
入生増加を実現したので、室戸高校も同じく、魅力づく
りを通じて連続増加を実現したかどうかを検証していく。
室戸高校はジオパーク学や女子硬式野球といった地域と
繋がり、あるいは日本では数少ない部活動を設置してい
るので、県外の生徒を惹きつけているのと、室戸高校の
魅力づくりは高校だけの努力によるののみならず、室戸
市、地域組織ならびに生徒と関わっていることを仮説と
する。

5. 調査結果
5.1 生徒属性
　室戸高校から 94 枚の調査票を回収し、回収率は 100％

表１　室戸市移住体験住宅の稼働率

取り組み内容

教育活動や人材育成の取り組み等の相互理解

個々の取り組みの情報共有、方向性等の確認

高等学校の魅力化、地域で育む人材像の明確化

ビジョンの策定

高等学校の魅力化や人材育成の取り組みの検討

地域にある自然、歴史、文化、産業等の教育資源
を活用した取り組み

計画の策定、実行、検証

図７　コンソーシアム組織の取り組み内容
出典：室戸高校　研究開発実施報告書 2022　
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であった。回答者の内訳は表 3 の通りである。

　
5.2 室戸高校の「既存の魅力」
　既存の魅力とはすでに生徒の間で知られているアピー
ルポイントであり、新入生の入学理由にあたるものであ
る。そのため、その結果の上位三位は以下の通りであり。
　表 4、5、6 によると、「家に近い」が、性別学年を問
わず最も多い。室戸高校は室戸市の中心部にあり、バス
停が設置されて二つの路線が通過し、沿海部に住んでい
る人でも利用できるので交通の利便性が高い。
　一方、男女分けて上位三位の構成をみると、男子側の
理由が学力や友人、部活動などであるのに対し、女子側
は「部活動が充実する」が常に上位三位に入る。それで、
女子だけにとって部活動が重要な入学動機であり、それ
がもう一つの「既存の魅力」だと捉えてもいいと考えら
れる。

5.3 室戸高校の「生徒が見つけた魅力」
　入学後に生徒たちが高校生活に慣れた後、入学後に見

出した高校のアピールポイントを「生徒が見つけた魅力」
と見なす。そのような「魅力」が存在するかどうか、存
在する場合はそれが何かを明らかにするため、「高校の魅
力、好きな所」を質問した。回答の上位三位は以下の通
りである。
　表 7、8、9 によると、「先生が優しい」、「特色のある活動・
授業がある」、「地域との連携が多い」と「国内留学の機
会がある」という回答が多い。ところで、これらの回答
は生徒の入学理由と一致しないので、室戸高校は定員割
れ問題や新入生減少傾向を対応するための利を急ぐ魅力
づくりではない。つまり、本校の魅力づくりは単に生徒
募集目当てのものではないのがうかがえる。

　ところで、本質問の回答設置がやや曖昧であり、ほか
の高校もほぼ同じく、特別活動や授業、地域連携という
方向に取り込んでいる。室戸高校の特徴をインタビュー
調査結果と対照しながら取り組み内容を明らかにする。
　　
5.4 室戸高校の「目指す魅力」
　室戸高校の魅力づくりに関する課題や改善点について

「目指す魅力」とし見ていく。調査票の「新入生募集にお
ける改善点」という質問の回答の上位三位は以下のとお
りである。
　表 10、11、12 によると、回答は「文化祭を開催する」
と「広告などで知名度を高める」に集中していることが
分かった。新入生募集効果から見れば、文化祭は公開イ
ベントなので、市内では室戸高校の知名度を高める効果

一年生 二年生 三年生 合計

男子 20 13 11 44

女子 26 15 9 50

合計 46 28 20 94

表３　回答者の内訳（2023 年）

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

家に近い 17 85% 家に近い 14 54%

学力に合う 7 35% 知り合いや友人が進学した 10 38%

知り合いや友人が進学した 4 20% 部活動が充実する 7 27%

表４　室戸高校への進学理由（一年生）

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

家に近い 13 100% 部活動が充実する 7 47%

学力に合う 4 31% 家に近い 6 40%

入学支援/知り合いがある 2 15% 制服が好き・学力に合う 3 20%

表５　室戸高校への進学理由（二年生）

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

家に近い 9 82% 家に近い 6 67%

部活動が充実する 2 18% 部活動が充実する 2 22%

室戸が好き 2 18% 市外出たくない 2 22%

表６　室戸高校への進学理由（三年生）

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

特色のある活動・授業がある 9 70% 特色のある活動・授業がある 10 67%

先生が優しい 6 46% 地域との連携が多い 9 60%

地域との連携が多い 5 38% 国内留学の機会がある 8 53%

表８　高校の魅力、好きな所（二年生）

表９　高校の魅力、好きな所（三年生）

男子 人数 割合 女子 人数 割合

先生が優しい 13 65% 特色のある活動・授業がある 12 46%

地域との連携が多い 10 50% 国内留学の機会がある 9 35%

雰囲気がいい 9 45% 地域との連携が多い 7 27%

表７　高校の魅力、好きな所（一年生）

出典：アンケート調査

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

特色のある活動・授業がある 4 36% 先生が優しい 6 67%

国内留学の機会がある 4 36% 地域との連携が多い 4 44%

地域との連携が多い 2 18% 雰囲気がいい 4 44%

出典：アンケート調査
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がある。一方、市外での宣伝には広告が有効である。宣
伝に関することを力に入れるべきだということを勧める
ことにより、高校の魅力や取柄をもっと拡散したい意識
が高い。
　他の地方高校に対し、室戸高校は新入生を増加させる
にあたり、まず着手すべきなことは宣伝より、在学生の
教育質や支援を優先していることが分かった。生徒から
の回答により、これからの取り組み方向は高校外、つま
り宣伝にもっと取り込むべきであるということが今回の
調査から判った。本アンケートは「進路指導を強化」、「ジ
オパーク学をもっと充実すること」などの選択肢があっ
たが、多く選択されていなかったので、こういった高校
内の課題については室戸高校がよく解決しているともい
える。
　
5.5 考察 
　5.5.1 特色のある部活動
　室戸高校の魅力づくりの詳しい内容については、アン
ケート調査による「既存の魅力」に目を向くと、「部活動
が充実する」という回答が多い。その部活動は女子硬式
野球部（以下、野球部）であるとヒアリング調査により
得た。室戸高校の野球部に興味があり入学を決意した生
徒の数は、コロナ禍の関係で、二年生は県内から女子３人、
一年生は県内外から女子５人、合計 10 人であった。野球
部の成立により室戸高校は新入生増加を実現した。野球
において、小中学校では男女一緒に競技するが、高校に

入ると体力などにより、女子のほとんどがソフトボール
に転向する。その中で、室戸高校は女子向けの硬式野球
部を開設し、プロからの技術指導を得ているため、室戸
高校に入学する県外の女子生徒が増加した。

5.5.2 ジオパーク学
　もう一つの入学理由であった「地域との連携が多い」
と生徒たちが「特色授業がある」と評価したのが「ジオパー
ク学」である。ジオパーク学の外部講師によると、室戸
高校のジオパーク学はユネスコによる認定を得るに関わ
らず10年前から行われている。ジオパーク学は週1回で、
月曜日の 5、6 限に 2 年次の進学クラス以外の生徒が受
講している。教科書はないが、教員が外部講師と話し合っ
たうえで授業計画を作成し、授業内容を定める。
　授業自体は同じ興味を持つ生徒がグループを作り、研
究を進めて結果を発表するのが一般的な流れである。ま
た、マレーシアのランカウィジオパークとの連携があり、
学年を問わず、毎年生徒をマレーシアへ派遣し交流をし
ている。
　一年生は、「ジオパーク学」の代わりに「室戸学」とい
う授業を受講する。それに対し、三年生の場合は、ジオパー
ク学を受けないものの、自由研究の形になっている。未
来の就職や進学に対する影響といえば、「ジオパーク学に
よって生徒自身の興味の幅が広がり、これからどこに行っ
ても自然と人間のつながりを感じられるという効果があ
る」と外部講師は述べた。
ジオパーク学は魅力づくりの一環として、新入生の増加
に与えた影響については、ジオパーク学が室戸市内に広
く知られており、地元への認識をより一層深めたい、ま
たは海外交流に興味があるのは新入生の入学動機になる
と考えられる。

6. おわりに
　本稿は室戸高校における新入生の増加の要因を明らか
にするため、魅力づくりについて具体的な取り組みと在
学生の意識調査を行った。結果として、室戸高校は女子
野球部を開設し、県内外の生徒を惹きつけている。また、
市内の地域資源を活用し、ジオパーク学を通じて市内の
知名度を高め、近年の新入生増加を実現できた。さらに、
すでに入学した生徒たちならびに家族に経済的なサポー
トを市財政より提供し、入学後でも経済的な不安やスト
レスが解消されている。アンケート調査結果にも、入学
支援が進学理由とされる生徒がみられる。進路において
も、校内に学習塾が設置され、就職・進学それぞれに対

男子 人数 割合 女子 人数 割合

文化祭を開催する 10 50% 広告などで知名度を高める 13 50%

広告などで知名度を高める 8 40% 部活動の種類を増やす 11 42%

部活動の種類を増やす 6 30% 文化祭を開催する 8 31%

表１０　新入生募集における改善点（一年生）

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

広告などで知名度を高める 6 46% 広告などで知名度を高める 7 47%

部活動の種類を増やす 4 31% 進路指導を強化する 4 27%

文化祭を開催する 3 23% 寮の環境を改善する 4 27%

表１１　新入生募集における改善点（二年生）

出典：アンケート調査

男子 人数 割合 女子 人数 割合

部活動の種類を増やす 4 36% 文化祭を開催する 5 56%

広告などで知名度を高める 3 27% 広告などで知名度を高める 5 56%

ジオパーク学をもっと充実する 2 18% 経済的な支援を増やす 3 33%

表１２　新入生募集における改善点（三年生）

出典：アンケート調査
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応する塾講師が配置された。これは教育センターという
プラットフォームを活用することで教員不足が解決され、
多くの生徒ニーズが対応できるようになったためである。
　学校運営においては、室戸市にはコンソーシアム組織
があり、それと高知教育委員会が室戸高校の運営上のア
ドバイスをし、教育における質の向上に取り込んでおり、
高校間の連携及び中小学校の連携強化を力に入れ、少子
化が深刻になるにつれて子育てに対して優しい環境を
作っている。室戸市からの県外への生徒流出を最小限に
させることに取り組んでいる。だが、出生数が年々減少
する傾向にあり、定員割れをはじめとする高校の存続を
脅かす問題を防ぐため、室戸高校はこれから如何にして
もっと市内外の生徒を惹きつけるのかが大切な課題であ
り、他の地方高校でも同じような課題を直面していると
考えられるので、新たな対策を打ち立てるような研究が
必要であるといえよう。
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ました。まず、インタビュー調査において貴重な時間と
情報を提供してくださった室戸高校の教頭北村誠一氏な
らびに室戸ジオパーク推進協議会の中村昭史氏に心より
感謝申し上げます。また、今回の「総合高知研究」の担
当教員、高橋　俊・新名阿津子先生に感謝を申し上げます。
皆様のおかげで、本研究を成功裏に進めることができま
した。誠にありがとうございました。

注
1）総務省 2015「平成二十七年国勢調査――人口等基本

集計結果」
2）NHK 北海道ニュース　「留辺蘂高校は計画通り今

後の生徒募集停止　令和７年度末閉校へ」2024 年
2 月 15 日 閲 覧　https://www3.nhk.or.jp/sapporo-
news/20230905/7000060627.html

3）高知新聞「３８５３人が卒業　高知西・高知南・安
芸桜ケ丘の統合３校は最後の式　高知県内の公立高校」　
2024 年 2 月 18 日閲覧 https://www.kochinews.co.jp/
article/detail/632710

4） 朝 日 新 聞 デ ジ タ ル　「3 府 立 高 校 を 24 年 度 に
統 合・ 再 編　 平 野・ か わ ち 野・ 美 原 」2024 年
2 月 18 日 閲 覧 https://www.asahi.com/articles/
ASQ8Y761JQ8SPTIL01B.html?iref=pc_ss_date_article

5）東京新聞　「小学校数減らす理由は少子化だけ？　町
田市の公立小 42 校→ 40 年度には 26 校へ」2024

年 2 月 18 日 閲 覧 https://www.tokyo-np.co.jp/
article/223044

6）UGO ニュース　「【羽後高校新入生、昨年度の約 2 倍へ】
高校存続に向けた取り組みの成果か。」2024 年 2 月 22
日閲覧 https://ugonews.jp/photonews/2023-5-31/

参考文献
園田賢太郎 2016「地方都市における県立高校定員割れの

要因分析」,『熊本大学政策研究』巻 7, p. 99-108
小粥俊輔 2017「人口減少社会を見据え県立高校の「魅

力づくり」に関する研究」,『日本高校教育学会年報』
2017,24 期 p.4-13

高知県立室戸高等学校 2019『令和２年度地域との協働に
よる高等学校教育改革推進事業（グローカル型）「目指
せ！持続可能な社会の担い手を育む教育の実践」研究
開発実施報告書第２年次』

32



１．はじめに
　御田八幡宮は高知県室戸市吉良川町にある神社である。
八幡宮とも称し、東の川の河口付近、笠木山麓に位置する。
久保（1979）により、御田八幡宮は応神天皇を主祭神と
して、神功皇后、比咩神を祀る。創祀は不詳である。明
応5（1496）年には和

わしょくおやただし
食親忠が鳥居を造立した。12（1584）

年、天正 13（1585）年には橘氏によって社殿および伍
所大権現の造立がなされた。古来より吉良川地域の総鎮
守であった。御田八幡宮は、吉良川の暮らしや生活の習
慣のあり方の基盤になるものである。特に宗教的文化資
源としての祭りの意義吉良川町地域住民の人的なつなが
りの意義や価値を抜きにしては語ることはできない。
　御田八幡宮の神祭は春と秋に行われる。春は豊作を祈
り、秋は豊作に感謝するため、春時期御田祭は鎌倉時代
の田楽や猿楽の形を現在に伝えていて、主に田植えから
収穫までの古風な能を発揮するものである。秋祭りの主
役はお舟と 4 基の花台である。行事は、１日目の宵宮と
2 日目の昼宮からなり、町内から舟を先頭に提灯や花で
飾りつけた花台を若衆が引いて練り歩く。御田八幡宮御
田祭と秋祭のお舟・花台行事は記録作成等の措置を講ず
べき無形の民俗文化財として国より選択された。
　しかし、近年は人口高齢化や人口減少によって地縁が
薄まって、地域コミュニティが減衰しているといった課
題が浮き彫りとなっている。特にコロナ感染流行以来、
人と会って話す機会が減り、人間関係が疎遠化している。
これまで吉良川地域コミュニティの核として機能してい
た御田八幡宮は地域環境のなか、生活者が、自身の生活
圏で期待する。コロナの禍における、3 年間中止を余儀
なくされた。今年は 3 年ぶり開催が多い背景には、ノウ
ハウの伝承の問題もある。準備が大変でも開催され、段
取りをわかる子って減って、上の人から教わることもな
かった状態である。
　本稿は御田八幡宮御田祭とお舟・花台行事の歴史文化
と地元民に与える影響について考察する。本論では先行

研究の資料を参考にし、先人の研究を学ぶことを通じて、
吉良川御田八幡宮の歴史や由来、過去の行事の内容およ
び現在における意義を検討する。「御田祭」と「舟・花台
行事」に参加する地元の信仰者や参拝者の動機と信念に
ついてのインタビュー調査を行い、行事の意義と重要性
を明らかにする。そして、研究成果を踏まえ、御田八幡
宮の信仰や伝統文化の継承、そして地元の人々の交流と
いう役割から、祭りを通じて地元民が一人ひとりの地域
意識をいかに高めているか、そして地域の歴史、文化や、
そこに住む人々の地元愛を検討する。
　調査では、2023 年 11 月 26 から 28 日にかけて、室
戸市吉良川町の祭り関係者５人にインタビューした。イ
ンタビューの内容は相手の承認を得て録音した。

本稿では主に以下の５つの部分に分けて論述する。御
田八幡宮の歴史文化に関する紹介と整理、御田祭文化と
発展、舟・花台行事文化と内容、御田八幡宮の祭りの地
元社会への影響、御田八幡宮における神祭文化である。

２. 御田八幡宮の歴史
御田八幡宮は高知県室戸市吉良川町に位置する神社

で、歴史は極めて古く、神秘的な起源や創建年代を有し
ている。橘氏による社殿の建立や明治政府の神仏分離令
を経て、宮は今日まで地元の信仰の中心地として栄えて
いる。宮司の変遷や神仏習合の影響も、この神社が築き
上げた歴史的背景に深く関わっている。「また明応 5 年

（1496）年和食親忠が鳥居を造立し、銘（蠧簡集）に「奉
造立八幡宮鳥井　大檀越和食親忠」棟札があり、天正 13
年（1585）年には橘氏によって社殿および伍所大権現の
造立がなされた。古来より吉良川地域の総鎮守で、江戸
時代までは八幡山無量寿院神宮寺が別当寺であった（久
保 1979）」。「明治政府は「王政復古」「祭政一致」の理想
実現のため、神道国教化の方針を採用し、それまで広く
行われてきた神仏習合（神仏混淆）を禁止するため、神
仏分離令を発して（桜井 1986）」、廃寺となった。御田八

吉良川御田八幡宮御田祭とお舟・花台行事の文化と現状
楊　偉業・何　麗媛・李　嵩昊　

キーワード　神祭、室戸市、高知、御田祭、八幡宮、花台行事

令和５年度総合高知研究
p. 33-39

33



幡宮中央には、応神天皇を主祭神として、御母神功皇后、
比咩神が祀られている。八幡宮は、八幡神社、八幡社、
八幡さまとも呼ばれて、応神天皇は八幡神とされる。全
国に約 44,000 社あり、大分県宇佐市の宇佐神宮を総本社
とする。八幡神社の御祭神は、第 15 代・応神天皇（誉田
別命）、
御母の神功皇后（息長帯比売命）、比咩神である１）。宮司
はずっと世襲だったが、第二次大戦以後は神社本庁の統
理が任免している。今の宮司は三代目である。以下、御
田八幡宮の状況を紹介する。
　神社は国道 55 号線・吉良川町信号から町に入る。神社
の入り口には文化 7（1810）年に造られた浪花狛犬があ
る。境内入口には文化 8（1811）年生まれの浪花狛犬が
ある。また、本殿神社の右側に急な階段があり、階段を登っ
て琴平神社を見える。伝統的な建物が多い吉良川の町並
みを見守っていて、今まで地元の信仰の中心地として栄
えている。

３. 御田祭の文化
　御田祭は、源頼朝によって全国の神社に奉納された祭
りであり、その独自性と進化は特筆すべきものがある。
当家の選定や役者の役割分担、祭り当日の厳粛な儀式な
ど、これらの要素は地元の歴史と文化を反映している。
　御田八幡宮の御田祭は隔年 5 月 3 日に行われる、780
年あまりの昔、源頼朝が鎌倉幕府を開いたとき、天下泰
平を寿 )、民心の安定と五穀の豊穣を祈願して、全国の神
社で奉納させた。古式の祭典である。

（１）御田祭の準備
　最初は当

と う や
家を選定する、当家は傍士、上町、東町、中町（下

町）、西町、内ノ川の各地区で一軒ずつ選び、その世帯主
が当家となる。選択のルールは各地区全ての世帯が一軒
ずつ順番でまわってくる。選定された当家は 4 月上旬に
八幡宮へ集合して、当家おろしとスケジュールを確認す
る。4 月 25 日、役者を八幡宮へ揃える。役者は一つの家
族が代々同じ役をする。4 月 28 日、役者たちはお能なら
しをし、学んだことがないことをできるだけ勉強してお
く。5 月 1 日は全ての道具を点検する、そして、社殿を
掃除する。5 月 2 日は当人が住民を一軒一軒まわって集
金する。

（２）御田祭の当日
　午前７時に練は社外巡回をする。練という役者が集合
して、行事奉納前の修祓をうける。その後、練は八坂神

社へ集合、当家はお酒と食べ物を用意して、食べ終わっ
たら、門出２）を行う。そして練がはじまる。八人の練が
吉良川町の各地域に行き、特定の踊りを踊って、太鼓を
打つ。練の後は小林が西ノ宮参向するため八幡宮で修祓
をうける。帰る時間は練と同じく、昼頃である。八幡宮
本社は午前十時より、大祭式「御田祭」がはじまる。御
田祭の流れは以下の通りである。

①殿と冠者
　殿と冠者は毎回演出の前でも出現する、観衆に次の演
出を教えることである。

②練
　練の巡回が終わったら、八幡宮へ戻り、拝殿で奉納行
事が行われ、そこから御田祭が始まる。練は天候不順の
ときには順延となるが、練が奉納されたら、いくら天候
が悪くても続行する。

③女猿楽
　面を着け、大笠を被り、扇子をもつ、太鼓に従って演
出する。

④三番神
⑤翁
　出演の順序は三番神が先で、次が翁だが、両者は共に
拝殿に出る。これは宮司による。三番神は山の神である、
三番神が唱い終わると、翁が太鼓の前に現れ、地諷と合
わせて歌う。

⑥牛
　牛を真似する役者が出る、そして拝殿で三度回る。

⑦田打ち
　田打ちは 2 人で、兄役と弟役であり、昔は 2 人で歌っ
たが、現在は兄役だけで歌う。

⑧えぶりさし
　えぶりさしは普段着で尻からげし、素面のまま、手拭
きをかぶり、えふりを肩にして出る、神前に一礼、そして、

「早乙女よう」と大きい声で呼ぶ。同じことを 3 回行う。

⑨田植え
　12 人が拝殿で太鼓と合わせて歌う。
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⑩酒絞り
　これは子供を授ける行事である、昔から人気があると
ころでもある。婦人は人形をもらえるが、それが神様の
子なら、必ず子供が生まれるという祈願である。

⑪田刈り
　田刈りは田打ちと同じの面と服装をして歌う。

⑫小林
　赤熊小林面と大小長刀を持ち、小林は長刀を肩にして
でる。そして長刀を使って、能舞する、同時に地風を歌う。

⑬魚釣り
　四分板を魚の形にして、2 人が拝殿の東で行う。四分
板が観衆の中に落ち、観衆が四分板を押さえるので、2
人が「大漁、大漁！」と言いながら、釣り上げる動作を
３回行う。次に中央と西で同じことをする。

⑭地堅め
　赤熊地堅めの面をして、具足をつけ、拝殿に出る。拝
殿で回って、踏み鎮める。

⑮太刀踊り
　12 人と拍子 1 人が拝殿で太刀踊りをする。

⑯直会
　当日、八幡宮の東側の空き地に敷いた席で直会を行う。
神主は神酒を下げて役者にいただかせ、祭りは終了する。
　
　現在、少子高齢化に加え、多くの若者が都市部へ行き、
祭りにおいては人手不足や若い世代の参加不足が深刻な
問題となっている。
　御田祭が持つ歴史的背景と儀式の厳粛さは、地元住民
にとっては誇りであり、神社が築いた伝統の一環として
受け継がれている。しかし現代の社会構造の変化や都市
化の進展に伴い、若い世代の祭りへの参加意欲は低下し
ている。そしてそれは、世襲するべき役者がいなくなる
ことでもある。この点において、御田祭の新たな魅力を
再発見し、若者層にアピールする施策が求められる。

４． お舟・花台行事の文化と変遷
（１）花台行事
　お舟・花台行事は、吉良川町の秋祭りを彩る伝統行事
として根付いている。これらの行事は地域住民が一堂に

集まり、花台を飾り付け、お舟を巡行させる様子は、地
域の団結と誇りの象徴とも言える。
　御田八番宮は毎年 10 月頃に、お舟と呼ばれる舟形の山
車1つと花台と呼ばれる山車4つが町内を周り、五穀豊穣、
家内安全などを祈願する祭りである。花台は、吉良川町
内の地域住民による作られた、宿と呼ばれる組織は上町、
東町、中町（下町）、西町の４つあり、住民は各自の花台
を作り、花台には各宿の提灯がつけられる。この行事の
起源ははっきりしておらず、吉良川町北部の北村から吉
良川町まで、ご神体を舟の形で移した様子を再現するの
が花台行事の起源と言われる。秋祭りは 1 日目の宵宮と
2 日目の昼宮とに分かれている。
　宵宮では、お舟は出さず、花台のみが出て、上町、東
町、中町、西町の順番で吉良川町の立石地区まで巡行する。
そして、夕方までに、御田八番宮に集合して、提灯を灯し、
一基ごとに「笹舞」と「チョーサイ舞」を奉納する。
　昼宮では、早朝から各花台に「花」を飾る。「花」とは１．
５メートルほどの竹ひごに紅白の色紙を巻いた造花で、
一基におよそ 1000 本飾り付ける。元々は毎年花をつけ
ていたが、経済面での問題により、御田祭がある年は花
を飾らない年となっている。
　そして各花台は傍士の宿に向けて出発し、その後、お
舟を先頭に、上東中西の順で御田八番宮まで巡行し、笹
舞が一基ずつ奉納される。それぞれの花台の奉納が終わ
ると、ご神体を載せた神輿三基とともに、八幡宮の南
２００メートルにある浜宮に向かう。ここでも笹舞が奉
納され、お舟は傍士の集会所に帰る。花台に飾り付けら
れていた花は、見物人に配られる。花台が御田八幡宮に
戻り、笹舞とチョーサイ舞を奉納して、２日間の神祭が
終わる。
　以上のお舟・花台行事は平成 26（2014）年に国の記
録作成などの措置を講ずべき無形の民俗文化財に選択さ
れている。

（２）花台行事の現状
　2023 年に開催された花台行事についてみると、西町は
参加人数不足のため、花台が作られず、お舟も見られな
かった。若い世代の参加不足や資金面の課題が浮かび彫
りになり、これが地域コミュニティの活力低下に直結し
ている。
　吉良川の風光明媚な景色を背景に、お舟・花台行事は
地元の誇りとして根付いているが、近年の若者の嗜好の
変化や都市への流出などが影響し、参加者数の減少が見
受けられる。このため、伝統行事の新たなアピールポイ
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ントの検討や、地域コミュニティ全体での参加意欲向上
策が求められる。

５. 御田八幡宮の祭りと地元社会への影響
　御田祭やお舟・花台行事が地元社会に与える影響は、
その複雑な性質から深刻な問題に発展している。祭りの
伝統を受け継ぐ一方で、新たな課題も浮かび上がり、そ
れが地元社会の健全な発展に対する障害となっている。
若い世代の参加不足や地域コミュニティの減少といった
問題に対処するためには、祭りの意義を再評価し、新た
な参加者を引き込む施策が喫緊の課題となっている。
　今回のインタビューを通じて明らかになった吉良川町
が直面している問題は主に以下の 3 点である。

1. 人手不足、特に若い世代のお祭りへの参加不足
2. 祭りの変容と伝統の危機
3. 地域コミュニティの減少

　しかしこれらの問題が 5 月の御田祭に与える影響は、
実は思ったほど大きくない。

（１）御田祭への影響
　宮司は「御田祭は世襲ですよ。そのすべての役はご先
祖からやってきたもので、もしその人ができなくなった
ら、隣の親戚がやります、もし女の人ができなくなった
ら、夫がやります。できないことがあれば。もしホント
はできなくなったら、でも別の人に譲ります」と説明する。
これにより、御田祭の役割は家族や親戚を中心に引き継
がれ、伝統的な性格を持っていることが示唆される。
　また、下町では、若い衆は 5 月の御田祭とは全く関係
がなく、10 月のお祭りにのみ参加している。5 月と 10
月の祭りは異なる性格を持っており、5 月の祭りは各家
の伝統に根ざした役者が中心である一方で、10 月の祭り
は各町の住民が一堂に集まる傾向がある。
　こうしてみると、御田祭は伝統的な役割を担ってきた
家族を中心とした祭りであり、特に 5 月の祭りは家々の
伝統を守り続ける役者たちが主体となっている。若い衆
の関与は限定的で、従来の家族や地域社会の結びつきを
重視した形態が続いていると言えるだろう。したがって、
これらの要因から見て大きな変化や影響は受けていない
ように思われる。御田祭は引き続き、伝統を守りながら
地域社会において重要なイベントとして存在し続けると
言えるのではないだろうか。

（２）お舟・花台行事への影響
　東町では、資金や人手の不足に対する心配を表明して
いる。これはおそらく、行事の運営に必要な資源や参加
者が足りないことが、地元の祭りに対する課題として浮
かび上がっていることを示唆している。
　下町では、リーダーシップの役割を果たす人たちの負
担が大きいとし、お祭りのハードさに触れている。また、

「いつも同じことをずっと続けることはできなくなる」と
述べ、伝統的な形式に変化や工夫が必要であるとの意見
を示している。これは、地元の祭りが変遷する中で、新
しいアプローチやコースの変更が検討されていることを
示唆している。
　東町では、若い衆が祭りに馴染みがないことや、高校
卒業後に地元を離れる傾向があると述べる。また、地元
の祭りに対する思い出や関心が薄い若い世代に対して、
どのように参加を促進するかが課題となっていることが
うかがえる。その一方で、東町では「楽にして良かった」
とも言っている。というのも、諸事情により参加意欲や
貢献度の低い者がいるのも事実であり、祭りへの参加に
対する意欲の不足や、負担を感じる者の中には、祭りに
協力しない傾向があることを示唆している。
　総じて、お舟・花台行事においては、資源の不足や若
い世代の参加課題、参加者の負担感や協力意欲の不足が
地元の祭りに影響を与えていることがうかがえる。これ
らの課題に対処するためには、新しいアプローチや工夫
が必要であり、地元社会全体の協力が求められるかもし
れない。
　御田八幡宮の祭りは、地元社会に多岐にわたる影響を
与えている。その一方で、現代社会の変化や新たな課題
に対応するためには、地元住民と協力して祭りの意義や
進化を再評価し、未来に向けた具体的な取り組みが求め
られる。地域社会全体が一丸となって、これらの貴重な
伝統を次世代に引き継ぐための新たな一歩を踏み出すべ
きである。

（3）御田祭とお舟・花台行が直面している問題
　御田祭とは対照的に、10 月のお舟・花台行事は吉良川
町の多くの人、特に若い人たちが動員される祭りである。
インタビューを通じて明らかになる吉良川御田八幡宮の
神事に対する課題や困難について、以下のポイントが挙
げられる。

①人手不足と年齢構成の変化
　吉良川町での御田祭やお舟・花台行事において、顕著

36



な課題となっているのが人手不足である。この問題は複
数の要因によって引き起こされている。まず、高校卒業後、
地元を離れる若者が増加していることが挙げられる。大
学進学や就職に伴い、若い衆が地元を離れ、これが地域
の若い衆の減少に直結している。若者の地元離れが続く
中で、御田祭やお舟・花台行事に参加する若い衆の数が
減少している。これにより、祭りの準備や花台行事への
参加が難しくなっている。祭りに参加することは、単な
る行事だけでなく、地域社会への貢献や伝統の継承にも
関わるものであり、若い衆の不足は地域全体の祭りの質
と伝統の継承に影響を与えている。
　年齢構成の変化も人手不足の問題に影響を与えている。
若い世代が減少する一方で、祭りに参加する中高年の人
たちが増加している。しかし、これらの中高年の方々も、
若い世代に比べると肩の力を抜いて祭りに参加する傾向
が見られ、これが祭りの活性化と伝統の継承に課題を生
じさせている。

②花台行事の短縮化
　花台行事の短縮化は、若い世代の体力や意欲の変化、
そして新型コロナウイルスの影響が背景にある。以前は
３回行われていた花台行事が１回に短縮され、参加時間
が半分になったことが指摘されている。これは祭りに対
する若者の関与が低下していることを示している。新型
コロナウイルスの影響により、大規模な行事や集まりの
制約が生じている。これに伴い、花台行事の再開に関し
て慎重な意見が出ており、一部の参加者は再開が難しい
と感じている。また、「楽をしたい」「やる気が出ない」
といった感情が生じ、これが祭りへの参加に対する心理
的なハードルを高めている。祭りの形式や進行について、
若い世代の要望を取り入れながら見直す必要がある。

④地域社会の活力が低下
　御田祭やお舟・花台行事が減少する中で、地域社会の
活力も低下している。これらの祭りは地元住民が一堂に
集まり、協力して祭りを盛り上げる重要なイベントとし
て位置づけられている。しかし、参加者の減少がその地
域の一体感や活気を脅かしており、地域社会全体の結束
に影響を与えている。特に、花台行事においては、異な
る町がお互いに手伝いを行う慣習があることがインタ
ビューで示唆されている。例えば、西町が花台を作るこ
とが難しい場合、他の町が手伝うといった協力体制があ
るとされている。しかし、この慣習には一定の課題が存
在している。手伝いを頼むことができない場合もあり、

これが祭りの進行や成功において障害となっている。
　地元の祭りに対する意義や伝統を理解し、若い世代に
伝えることが急務である。また、新たな参加者を募集し、
祭りに対する興味を引き出すためには、教育や啓発活動
が不可欠だと考える。地元の学校や団体と連携して、若
者に祭りの重要性を伝え、参加へのハードルを下げる施
策が必要である。
　総じて、これらの課題への取り組みは、地域全体での
協力や新しいアイデアの導入が欠かせない。伝統を守り
ながらも、変革を受け入れ、地域の祭りをより魅力的で
参加しやすいものに進化させることが求められている。

６． おわりに
　御田八幡宮は極めて古い歴史を有しており、その起源
や創建年代は神秘的なものがある。高知県室戸市吉良川
町に鎮座する御田八幡宮は、その歴史と祭り文化が地元
の重要な伝統として息づいている。この神社は単なる宗
教施設にとどまらず、地域社会のアイデンティティを形
成し、発展させる。
　２．では御田八幡宮の歴史と発展をまとめて、写真を
利用して御田八幡宮境内の風景を説明した。さらに、御
田八幡宮境内で八幡宮以外、他の神社も展示した。３．
では御田祭が 780 年前、源頼朝が鎌倉幕府を開いた歴史
と天下泰平を寿、民心の安定と五穀の豊穣を祈願する目
的を紹介した。前期の準備段階から当日の内容も明らか
になった。当家の選定や役者の役割分担、祭り当日の厳
粛な儀式など、これらの要素は地元の歴史と文化を反映
していた。４．ではお舟・花台行事の 1 日目の宵宮と 2
日目の昼宮から紹介し、地域住民が集まり、花台を飾り
付け、お舟を巡行させて、地域の団結を示している。５．
では御田八幡宮の祭りが地元社会に多岐にわたる影響を
与えていることと御田祭とお舟・花台行が直面している
人手不足、花台行事の短縮化、地域社会の活力が低下な
ど問題を明らかにした。
　以上のように、御田祭やお舟・花台行事が地元社会に
与える影響は、その複雑な性質から深刻な問題に発展し
ている。祭りの伝統を守る一方で、少子高齢化が進むため、
域内の担い手不足が顕著なため新たな課題も浮かび上が
る。若い世代の参加不足や地域コミュニティの減少といっ
た問題に対処するためには、祭りの意義を再評価し、域
外からでも参加・運営できる工夫が求められる。
　学習不足のため、参考資料や能力の制限に加えて、検
討が不分であり、考察が不完備な点が多い。今後の課題
とする。
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はじめに
　2020 年度より新しい学習指導要領が開始された。地理
歴史科の大きな変更点としては、これまでは、「日本史 A」・

「日本史 B」・「地理 A」・「地理 B」のうち、いずれか１科
目が必修であったのに対し、改定後は「地理総合」と「歴
史総合」が必修科目として新設された。
　あわせて、2022 年４月の新学習指導要領施行によっ
て、「総合的な探究の時間」が開始された。総則のなかで、

「生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育の目的や
目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点
で組み立てていくこと、教育課程の実施状況を評価して
その改善を図っていくこと、教育課程の実施に必要な人
的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図って
いくことなどを通して、教育課程に基づき組織的かつ計
画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくことに
努める」と示している。旧課程の「総合的な学習の時間」
との違いは、「総合的な探究の時間」で育成された力を用
いて、教科学習に活かすことを目的としている点である。
　また 2002 年度より文部科学省では、「将来の国際的な
科学技術人材の育成を図る」ことを目的として、「スーパー
サイエンスハイスクール（SSH）」の指定を開始しており、

「理科・数学等に重点を置いたカリキュラムの開発や大学
等との連携による先進的な理数系教育を実施」すること
とした。
　本稿では、変わりゆく教育環境の中で地域との連携を
通じて実践されている教育に着目し、伊豆半島ジオパー
クを「生きる力」を育むために活用する教育的活用を明
らかにすることを目的とする。第１章では 2016 年に告
示された学習指導要領の改訂について、特に地理歴史と
総合的な学習（探究）の時間における変化について述べる。
第２章では伊豆半島ジオパークについての成り立ちや概
要について述べ、さらに伊豆半島ジオパークでの聞き取
り調査に基づき、伊豆半島ジオパークの教育的活用に関
する現状と課題について述べる。

第１章 学習指導要領の改訂と SSH指定校
１．学習指導要領の改定
（１）高等学校学習指導要領（地理歴史編）の改訂
について
　2020 年度より開始された新しい学習指導要領は、平成
28 年 12 月の中央教育審議会答申を踏まえて行われたも
のであり、その中で課題として示されたのが以下の２点
である。まず１つは、「主体的に社会の形成に参画しよう
とする態度や、資料から読み取った情報を基にして社会
的事象の特色や意味などについて比較したり関連づけた
り多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が
不十分であること」、そして２つ目は、「課題を追究した
り解決したりする活動を取り入れた授業がじゅうぶんに
行われていない」ことであるとしている。
　このような課題を踏まえて、科目編成が見直され、共
通必履修科目として、「歴史総合」と「地理総合」が設置
された。このうち「地理総合」は、次のような科目とし
て位置付けられている。

・持続可能な社会づくりを目指し、環境条件と人間の営み
との関わりに着目して現代の地理的な諸課題を考察する
科目
・グローバルな視座から国際理解や国際協力のあり方を、
地域的な視座から防災などの諸課題への対応を考察する
科目
・地図や地理情報システム（GIS）などを用いることで、
汎用的で実践的な地理的技能を習得する科目

　このように位置付けられている科目における改善・充
実の要点として、文部科学省が挙げているのが @「社会
的事象の地理的な見方・考え方」に基づく学習活動の充実、 
A「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開、 B 地
図や地理情報システムを活用して育む汎用的で実践的な
地理的技能、 C グローバルな視座から求められる自他の文

伊豆半島ジオパークの教育的活用
杉山　茜

キーワード　ジオパーク・地理総合・総合的な学習の時間・探究活動

令和５年度総合高知研究
p. 40-46
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化の尊重と国際協力、 D 我が国をはじめとする世界や生徒
の生活圏における自然災害と防災、 E 持続可能な地域づく
りのための地域調査と展望、この６点である。
　大島英幹は、「高等学校『地理総合』必修化がまちづく
りや都市計画に与える影響」の中で、「生活圏の調査と地
域の展望」の単元において、「生活圏の地理的な課題解決」
を学習することが必要であるが、「地理総合を担当する教
員自身は、生活圏の地理的な課題解決を学んだ経験が少
ないため、まちづくりや都市計画の専門家が支援するこ
とも考えられる」と述べている

1
。 実際に現在、私が勤務

する私立高校では、地理歴史科の職員８名のうち、地理
を専門としているのは１名である。これら６点の要点の
うち、伊豆半島ジオパークの教育的活用には、特に D と 
E が大きく関わってくると考える。自分たちが住んでいる
地域の特産品や伝統文化についての調査を行い、そこか
ら持続可能な地域づくりを考えていくことが可能である。
また地形を知ると同時に、日本の自然環境が温泉や美し
い風景などの恵みを与える一方で、時には自然災害の脅
威となってきたことを理解し、防災について考えていく
ことも必要である。
　また伊豆半島ジオパークが地理の授業で活用される以
外にも、他の教科での活用も可能である。その１つが総
合的な学習（探究）の時間である。遠藤育男、益川弘如
は「伊豆半島ジオパークを題材にした 21 世紀型の資質・
能力の育成」の中で、静岡県東部にある中学校の総合的
な学習の事例を紹介している

2
 。

（２）総合的な学習（探究）について
　総合的な学習（探究）の時間が目標としていることは、

「変化の激しい社会に対応して、探究的な見方・考え方を
働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よ
りよく課題を解決し、自己の生き方を考えていくための
資質・能力を育成すること

3
」 である。また「総合的な探

究の時間で育成することを目指す資質・能力」として、 ①
「探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及
び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の

１　大島英幹「高等学校『地理総合』必修化がまちづくりや都市計画に与える影響」公益社団法人日本都市計画学会　都市計
画報告集 No.17 2018 年 5 月
２　遠藤育男、益川弘如「伊豆半島ジオパークを題材にした２１世紀型の資質・能力の育成」（日本科学教育学会研究会研究報
告　Vol.30 No.9、2016 年）
３　文部科学省 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm
４　 高 等 学 校 学 習 指 導 要 領（ 平 成 30 年 告 示 ） 解 説　 総 合 的 な 探 究 の 時 間 編 https://www.mext.go.jp/
content/1407196_21_1_1_2.pdf
５　日本ジオパークネットワーク https://geopark.jp/geopark/about/

意義や価値を理解するようにする」、 ②「実社会や実生活
と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立
て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現するこ
とができるようにする」とある

4
 。

　現在、中学校や高等学校では総合的な学習の時間を「課
題研究」や「探究入門」など、科目名としては様々ある
が、多くの学校で生徒自らが身近な事象から課題を設定
し、その課題を解決するための調査・実験を行い、それ
らを発表するというようにして行なっている。実際に筆
者が勤務する私立高校では、１年次に「探究入門」と「課
題研究」、２年次には「課題研究」、３年次にも「課題研究」
をそれぞれ総合的な学習の時間の代替としている。１年
次には各々が身近な事象を研究テーマとして、研究手法
や発表方法について学ぶ。それらを踏まえて２年次と３
年次は同じテーマで２年間かけての研究を２人から４人
程度のグループで行うこととしている。２年次と３年次
の「課題研究」では、実験を行うグループもあれば、フィー
ルドワークを行うグループもある。
　このような地理と理科、歴史と美術、家庭科と保健体
育などのように複数の教科にまたがるような教科横断型
の学びが重視されるようになってから、伊豆半島ジオパー
クなどの教育的活用も変わってきているのではないかと
考えた。これまでは理科・社会などといった各教科単独
での学びでの活用だったのに対し、総合的な活用の時間
を利用することで、さらに地域社会との関連や持続可能
な開発について考えていくことが可能となる。身近な題
材を扱うことで、地域が抱える問題を自己の課題として
捉えること、これからの社会を考えていくこと、伊豆半
島ジオパークはそうした学びの場として活用していくこ
とができるのではないだろうか。

２　伊豆半島ジオパークについて
　ジオパークとは、「地質・地形から地球の過去を知り、
未来を考えて活動する場所」であり、現在の日本には 46
地域あり、そのうち 10 地域がユネスコ世界ジオパークに
認定されている

5
 。そのうちの１つが、伊豆半島ジオパー
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クである。
　静岡県は図１のように大きく西部地域、中部地域、東
部地域、賀茂地域の４つに分けられている。このうち、
東部地域と賀茂地域の 15 市町村（沼津市、熱海市、三島市、
伊東市、下田市、伊豆市、伊豆の国市、東伊豆町、河津町、
南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町、清水町、長泉町）
により構成されるのが伊豆半島である。
　以下に伊豆半島ジオパークの概要について述べる

6
 。ま

ず伊豆半島は本州で唯一フィリピン界プレートの上に位
置している。伊豆半島の成り立ちについてを示すものが
図２である。約 2000 万年前には、数百 km も南の海底
群だったものが、プレートとともに北に移動し、約 60 万
年前に本州に衝突して形成された。約 20 万年前までは、
陸上で噴火が起き、天城山や逹磨山といった現在の伊豆
を形作る火山ができた。さらに現在の位置として図３の
ように、フィリピン海プレート上に位置している。
　静岡県の東端から南へ 60km 突き出した半島であり、
東西は約 40km、海岸線は 318km に及ぶ。最高峰は標高
1405m の万三郎岳（天城山）である。

６　伊豆半島ジオパーク https://izugeopark.org/about-izugeo/intro/
７　静岡地方気象台　https://www.data.jma.go.jp/shizuoka/shosai/tokusei_we/tokusei_we.html#:~:text= 県内の年間の降水 , で
1600 ～ 2000mm です %E3%80%82

　気候は日本国内の他の大部分の地域と同様に温暖湿潤
気候に属しており、黒潮の影響により、沿岸部の年平
均気温は 15℃から 17℃である。また降水量は、平地で
1800 ～ 230 mm 前後であるのに対し、伊豆半島の西海
岸は少雨地域であり 1600 ～ 2000mm である

7
。 

　生態系と生物多様性については、天城山には広範囲に
ブナ林があり、ヒメシャラ・カエデなどの天然林が広が
り、函南町には 2.2km の原生林が広がっている。伊豆半
島北西部、沼津市の大瀬崎一帯には砂嘴上にビャクシン
の群落が分立しており、「大瀬崎のビャクシン樹林」とし
て、国の天然記念物に指定されている。また伊豆の海には、
温帯性の多様な生物が生息している。
　歴史・文化については韮山反射炉は幕末期の代官江戸
川英龍が手がけ、後を継いだその子英敏が完成させた。
実際に稼働した反射炉として現存する唯一のものである。
　下田市街は「なまこ壁」と呼ばれる漆喰の壁と「伊豆石」
の壁が特徴であり、「伊豆石」には２種類あり、そのうち

「軟石」は加工がしやすく、蔵や神社の石段、石仏などに

図 3　伊豆半島の位置
　（出典：伊豆半島ジオパークウェブサイト）

図２　伊豆半島の成り立ち
　（出典：伊豆半島ジオパークウェブサイト）

図１　静岡県行政区画　
（出典：地理院地図）
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利用された。また市内には安政東海地震（1854 年 12 月）
に伴う津波の痕跡や慰霊碑も見られるため、津波による
被害と復興について学ぶことができる。
　そのほかにも約 2900 年前に発生した富士山の大崩壊
に伴う土石流堆積物の上に位置する三島大社などもある。
平成 12 年には御本殿が重要文化財に指定されており、文
化的価値の高いものである。

第２章　伊豆半島ジオパークへの聞き取り調査報
告
１．伊豆半島ジオパークの活用状況
　表１から表３は、聞き取り調査のなかで提供して頂い
た利用状況をもとに、2021 年度から３年間の伊豆半島ジ
オパークの活用状況をまとめたものである。この３つの
表をもとにして、2021 年度から３年間で伊豆半島ジオ パークを活用した学校について校種別・教科別の割合を

示したものが、図４と図５である。
　表１から 2023 年度に利用した学校は、約９割が総合
として扱っており、また域内学校ということもあり、学
習形態としてはすべてフィールドワークである。また学
習形態については、2022 年度（表２）と 2021 年度（表
３）にある通りで、伊豆半島ジオパークを利用している
学校は、その学習形態がすべてフィールドワークでの活
用になっている。
　図４からは校種としては小学校の割合が約６割を占め
ていることがわかる。またそれら小学校はほぼ伊豆半島
ジオパークの域内小学校であることもわかる。
　図５は教科別の割合を示したものであるが、校種を問
わず、総合・探究での活用が約６割を占めている。単独
の教科での学びではなく、教科を横断した学びの場とし
て活用されているケースが多い。
　また地理総合が必修科目となった 2022 年度と 2021
年度では伊豆半島ジオパークへの問い合わせ数は変化し

⼩学校
66%

中学校
19%

⾼等学校
10%

その他
5%

図４　2021 年度から 2023 年度までの校種割合
（出典：伊豆半島ジオパーク提供資料）

表１　2023 年度活用状況

（出典：伊豆半島ジオパーク提供資料）

表２　2022 年度活用状況

（出典：伊豆半島ジオパーク提供資料）

表３　2021 年度活用状況

（出典：伊豆半島ジオパーク提供資料）
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ていないという報告があった。表１から表３で明らかな
ように、伊豆半島ジオパークを活用している学校の教科
には地理が含まれていない。２校の高等学校を除いて、
そのほとんどが理科と総合であることから、地理という
科目を単独で伊豆半島ジオパークを扱う事例はない。
　その一方で総合的な学習の時間での活用が多いのは、
新学習指導要領でも定められているとおり、各学校の裁
量でカリキュラムを設定できることを定めており、自由
度の高さからではないだろうか。
　そのほかにも、生徒を対象とした教育活用だけではな
く、教職員を対象とした活用事例がある。それが表２中
の田方地区理科教員研修、賀茂地区理科教員研修の２つ
である。教壇に立つ側もこうした地域の自然環境や成り
立ちを実際に訪れて学ぶ必要があるのも事実だ。甲斐智
大は「教員の『地理』に対する認識と現場が求める『地
理総合』の実施にむけた支援の在り方」のなかで、地理
を専門としない教員は「地理総合」の授業を担当するこ
とに不安を抱いていると指摘している

8
 。今回の調査で

は、理科の教員を対象とした研修のみでの活用であった
が、例えば静岡県私学協会が県内の私立学校の社会科及
び地歴・公民科教員を対象として定期開催している「地
歴・公民科巡検研修会」などにおいて、伊豆半島ジオパー
クを活用することも可能ではないだろうか。

２．伊豆半島ジオパークが提供している教育プロ
グラムについて
　伊豆半島ジオパークが提供している教育プログラムと
しては、専任の研究員が教壇に立ったり、認定ジオガイ
ドを講師として派遣する取り組みがある。学校によって
学習の狙いが異なるために、固定のパッケージとして提
供するのではなく、各校の狙いや要望によった学習内容

８　甲斐智大「教員の『地理』に対する認識と現場が求める『地理総合』の実施にむけた支援の在り方」（季刊地理学 Vol.75、
2023 年）
９　伊豆半島ジオパーク https://izugeopark.org/2023/10/30/2022kaiga-2/

を提供している。
　講師の派遣費用については、高校や大学などの専門知
識が必要な授業に専任研究員が講師として赴く場合はジ
オパークの普及活動の一環として捉えるため、費用はか
からない。小中学校での授業に関しては、ジオガイド教
科に依頼し、認定ジオガイドが講師となるために費用が
発生するという違いがある。この場合は、案件による前
後はあるが、おおよそ１授業につき、座学の場合 5000 円、
フィールドワークの場合 10000 円ほどの経費がかかる。
　伊豆半島ジオパークが提供している教材としては、 @ 伊
豆半島の成り立ちを漫画にした小冊子「伊豆半島のひみ
つ」、 A 火山などの仕組みを身近なもので再現する「キッ
チン火山実験」、 B 教育旅行の際の探究学習用ワークブッ
ク「小中学生のためのジオ学習」がある。また伊豆観光
公式サイトより伊豆半島の資源や取り組みを題材とした

「伊豆×探究」の４つがある。

３．地域との連携について
　小中学生を対象として、地域の魅力を描いてもらう絵
画コンクール（「伊豆半島ジオパーク絵画コンクール」）
を毎年実施している。2023 年のコンクールでは、伊豆半
島市内の小中学校から計 107 点の作品の応募があり、こ
のうち入賞した作品は伊豆半島各地で開催される巡回展
で紹介されている

9
 。

　そのほかには、地元の伊豆箱根鉄道株式会社と静岡県
立沼津商業高等学校の地域研究講座を履修する 3 年生よ
りアイデアを募り、ジオパークのラッピング電車を毎年
運行している。これは「いずっぱこ GEO TRAIN」といい、
同校の情報ビジネス科マルチメディアコースの２年生が
デザインした図６のヘッドマークを車両の前後に取り付

図６　 ヘッドマークイメージ
（出典：伊豆箱根鉄道ウェブサイト）

総合・探究
66%

理科
17%

その他
17%

図５　2021 年度から 2023 年度までの教科別割合
（出典：伊豆半島ジオパーク提供資料）
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けている。また伊豆半島ジオパークのスポットを紹介す
るシールが電車内の窓に貼付されており、同校考案の図
７のジオキャラクター「いずじぃじ」が見どころを紹介

している。

４．高等学校における「総合的な学習の時間」と
しての活用
　研究テーマとして扱われたのは、「柱状節理の出来方に
ついて」、「桜葉に含有される成分（クマリン）について」、

「ジオパークを活用した地域活性化について」などがある。
　また沼津工業高等専門学校では、「沼津高専の静岡県
東部地域の魅力発信活動　伊豆半島ジオパーク応援プロ
ジェクト」というものを実施している。この活動では、
地理学および環境情報工学の観点からジオパークの活動
に参加しており、2014 年度はジオパークの見どころを
紹介する「ながいずみ　お散歩　ジオマップ」を作成し、
長泉観光交流協会などで来訪者に配布されている。2018
年度は、ジオサイトになっていない地形の分布を調査し
ている。2019 年度は、地形立体視の簡便な方法としてア
ナグリフ（余色立体視）に着目して、空中写真からアナ
グリフ画像を作成し、伊豆半島ジオパークミュージアム

「ジオリア」で展示し、休日には学生自身が来場客に解説
を行っている。
　こうした学習は、教科単独の学びではなく、「総合的な
探究の時間」を用いての、教科横断型の学習である。そ
れぞれ理科、社会といったような単独の教科ではなく、
調査・研究した内容について ICT を活用してまとめ、さ
らにプレゼンテーションを行うことで、複数の教科を横
断しての学びになっている。「はじめに」で述べたように、

「総合的な探究の時間」は各学校の裁量により、カリキュ
ラムを決定することが可能である。そのため、各学校の
生徒の学習状況や進路、また地域の環境などを考慮した

上での取り組みが可能となる。そのため上記の学校にお
いては、伊豆半島ジオパークを用いた学びが可能となっ
ている。とくに沼津工業高等専門学校では、同校の教育
課程の特徴をいかした「課題解決型の実践教育」として、
伊豆半島ジオパークでの取り組みが可能となっている。

5．考　察
　聞き取り調査の内容と現状の高等学校でのカリキュラ
ムを踏まえると、やはり理科や地理などの教科単独での
活用は難しい状況にあると考えた。しかしながら、総合
的な学習の時間において伊豆半島ジオパークを活用する
ことは可能であり、また教科の目標や目的を考慮しても
合致している点が多い。一方で、身近な地域を題材とし
て扱うことで児童・生徒が課題を設定しやすいことが考
えられる。そうした課題を扱うことで、「持続可能な地域
づくり」や「実社会や実生活と自己との関わりから問い
を見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分
析して、まとめ・表現することができるようにする」力
を養うことが可能となる。また教科横断型の学びが重視
されている現状を鑑みると、伊豆半島ジオパークは自然
環境、地形の成り立ちなどの理科や地理といった教科単
独の学びではなく、そこからさらに地域の活性化や、防
災について考えていくこともでき、活用の仕方は、総合
的な学習の時間を利用することのほうが適していると考
える。

おわりに
　以上、２章にわたって 2020 年度より始まった新しい
学習指導要領の改訂内容と伊豆半島ジオパークにおける
教育的活用についてみてきた。
　まず第１章では、新しい学習指導要領における変更前
後の違いと今後求められる各教科における目的や目標に
ついて概観した。
　第２章では、伊豆半島ジオパークの職員の方に行なっ
た聞き取り調査報告をまとめた。伊豆半島ジオパークの
教育活用をまとめると、教科横断型の総合的学習での活
用が多いことが分かり、地域との連携を通じて、課題解
決の能力を身につける学習に重点がおかれていた。
　全体として、今回の調査では伊豆半島ジオパークの活
用は小学校の割合が多く、中学校や高等学校の教育カリ
キュラムを踏まえると、やはり様々な制約があることが
窺える。事前・事後学習を行うことを考えると、時間的
な制約も多く、そういった点でも総合的な学習での活用
が適していると考える。しかし、そうした学習を行うた

図７　ジオキャラクター
（出典：伊豆箱根鉄道ウェブサイト）
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めにも、まずは教員に対する教育も行なっていかなけれ
ばならない。現在、教員として働いている人々は、新し
い学習指導要領のもとでこれまでとは異なる目標や目的
を達成するためにも、その土台となる指導力を身につけ
ていく必要がある。児童・生徒を対象とした教育活用だ
けではなく、教員を対象とした教育的活用を増やしてい
くことも必要ではないだろうか。より深い学びにつながっ
ていくのではないかと考えた。今後も変わっていく教育
現場、教育目標の中で、地域を題材として扱うことがで
きる伊豆半島ジオパークは、活用方法を考えていくこと
で、重要な役割を果たすのではないだろうか。
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